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NISSEKI TOKYO 08

人間の体に流れる血液。 

大切なものだとはわかっている。 

でも、その働きぶりは意外と知られていない。

そして、病気やけがなどで必要となる輸血や、

それを支える献血。

不思議とも思える血液のこと。

さぁ、改めて基本をおさらいしましょう。

血液の不思議。

特集
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NISSEKI TOKYO 10

そもそも「血」ってナンダ!?
～血液の基礎知識～

日本赤十字社では国民の皆さんに献血へのご協力を呼びかけています。
でも、そもそも「血」って何でできていて、なぜ人間の体に必要なのでしょうか？
血液にまつわる素朴な疑問にお答えします。

A人間や動物が体を動かすには、食べた物をエネルギーに変えなくては
ならず、そのためには酸素が必要です。血液は酸素や栄養分を体中に

運んでいます。そして、体内でエネルギーをつくる際に発生する二酸化炭素
を排出するのも血液の仕事。体内に侵入してきた細菌やウイルスを退治して
くれるのも血液です。

A血液は、液体成分である「血漿
しょう

」と「血球（赤
血球、白血球、血小板）」に分けられます。

【血漿】体の中でできた二酸化炭素を肺に運んで、
呼吸により体外に排出します。また、栄養を体の
各部に運んだり、老廃物を腎臓に運んで体外に排
出したりします。このほか、血圧などを調整する
役割も。
【赤血球】赤血球の中にあるヘモグロビンは、肺で
酸素を取り込み、体の各部に運びます。
【白血球】白血球の中の顆粒球は、体内に侵入して
きた細菌やウイルスを捕まえて消化・殺菌します。
リンパ球は免疫を担当しています。
【血小板】血管が壊された時、その部分の血管をふ
さいで出血を止めます。

血液はなぜ人間の体に必要なの？Q

Q 血液は、どんな成分で
できているの？

Q 血液は、どんな風に体の中を
巡っているの？

A 血液は生命活動のために必要な酸素、栄養素、ホルモ
ンなどを細胞や組織に運び、再び元に戻ってきます。

これを「循環」と言います。循環には体循環と肺循環の2つの
経路があります。血液はまず、心臓から大動脈に送り出され、
大動脈は枝分かれを繰り返して次第に細くなり、最終的には
毛細血管になります。そこで酸素や栄養を細胞に渡し、燃え
カスである二酸化炭素や老廃物を積み込んだ毛細血管は、ま
とまりながら次第に太い血管（静脈）になり、心臓へと戻っ

て行きます。これが
体循環です。
　全身を巡ってきた
血液（静脈血）は、肺
で二酸化炭素を体外
に排出し、酸素を受
け取ると動脈血へと
生まれ変わります。
これが肺循環です。

動脈 静脈毛細血管

動脈・静脈と毛細血管
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NISSEKI TOKYO11

特集　  血液の不思議。

Q
A血液は骨髄でつくり出されます。骨髄とは、骨の中心

部にあるやわらかい組織のこと。造血を行う赤色骨
髄には、血液細胞の元になる幹細胞（造血幹細胞）がありま
す。造血幹細胞は赤血球、白血球、血小板など、すべての血
球の元になる細胞です。骨髄の幹細胞に異常が起きると、再
生不良性貧血や白血病などの病気になってしまいます。

A体内の血液量は、
体重の約13分の

1と言われています。体
重50kgで約3.8リット
ル。1リットルペットボ
トル約4本分の血液が
流れていることになり
ます。

【出典、参考資料】
・日本赤十字社『けんけつを知ってもらう BOOK』
・みんなのどうぶつ病気大百科
　https://www.anicom-sompo.co.jp/doubutsu_pedia/node/1414
・『からだの正常／異常ガイドブック』（医学芸術社）
・日本赤十字社医療センター情報誌『Tea Time』Vol.68

Q 体の中にある血液の量って、
どれくらい？

血液は体内でどうやって
つくられているの？血管の豆知識

造血幹細胞

骨髄

骨髄球系
前駆細胞

リンパ球系
前駆細胞

単球 好塩基球 赤血球

好中球 好酸球 血小板
NK細胞 T細胞 B細胞

血液細胞のつくられ方

体内の物流システム
　血管は、体に必要なもの
を運ぶ、いわば“物流システ
ム”。動脈は生活物資を運ぶ
物流業者、毛細血管は各家
庭に荷物を届ける宅配業者、静脈は各家庭から
出たゴミを回収するごみ収集業者といえます。
血管と血液が 24時間365日休むことなく働い
ているからこそ、私たちの生体活動は維持され
ているのです。

血管の種類と役割
　血管には動脈、静脈、毛
細血管の3種類があります。
動脈は、酸素や心臓から出
た栄養分のある血液を全身
に運ぶ役目があります。静脈は、毛細血管から
発生した静脈血を心臓に戻す血管。静脈弁と呼
ばれる弁で血液の逆流を防いでいます。毛細血
管は、直径が 100分の 1ミリという細さ。動脈と
静脈の末端にある網の目状になった血管のこと
です。血液中の赤血球から臓器に酸素を渡し、
逆に二酸化炭素や老廃物を受け取っています。

血管の長さは、
何kmあるでしょう？
　答えは、なんと約 10万
km！ 私たちの体の中に張
り巡らされた血管を、もし 1
本につなぐことができたら、地球2周半ほどの
長さになると言われています。その血管には 1
分間に5リットルもの血液が心臓から送り出さ
れ、約20秒というスピードで全身を駆け巡って
います。
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悪性新生物（がん）
血液および造血器
（白血病など）
循環器系
（心筋梗塞など）
消化器系
筋骨格系および
結合組織
腎尿路生殖器系
妊娠・分娩
損傷、中毒および
その他の外因
その他の疾患
不詳

疾病別輸血状況

14.9％

21.5％

11.0％

2.3％
0.5％

1.4％
1.1％

30.4％

11.4％5.5％

NISSEKI TOKYO 12

輸 血 が必要になるときって？
～血液の基礎知識・輸血＆献血編～

私たちの体を維持するために欠かせない血液。大量に出血した時だけでなく、病気などで血液の
成分が自分でつくれなくなった時にも、他の人から血液をもらわなければなりません。血液をも
らうのが輸血。自分の血液を分けてあげるのが献血です。

次のようなとき、輸血が必要になります。

・	白血病や再生不良性貧血などの血液の病気や、抗がん
剤などの薬の副作用により赤血球や血小板をつくるこ
とができなくなることがあります。

・	肝硬変や薬の副作用などで、凝固因子をつくることが
できなくなることがあります。

血液の成分を
つくることができないとき

血液の成分が大量に消費されるとき大量に出血したとき
・	手術や交通事故、出産などで大量に出血したときに、血液の
成分を補うことが必要なことがあります。

・	血液の成分の量が不足していたり、血液のはたらきが正常でな
い場合には、手術や処置の前に輸血をすることがあります。

・	がんや感染症の合併症などで血小板や凝固因子が急
速に消費されてしまうと、止血に必要な量を保てない
ことがあります。

　輸血はどんな病気の人が受けているのでしょうか？ 
平成30年度の場合、1位は悪性新生物（がん）で30.4％
を占めました。血液や造血器の疾患（白血病など）が
14.9%、循環器系疾患（動脈硬化、心筋梗塞など）が
11.4％と続きます。

1位はがんで約3割
〜疾病別の輸血状況〜

出典：東京都健康福祉局「平成30年輸血状況調査集計結果」

赤

血球製剤

血
漿製剤

血

小
板製剤

出典：日本赤十字社「患者さんとご家族向け 輸血情報」
http://jrc.or.jp/transfusion/need/
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特集　  血液の不思議。

　日本赤十字社では従来より感染症対策を行っています
が、新型コロナウイルス感染症の拡大を受けて、さらに
徹底した対策をとっています。
1. 職員の健康チェックを徹底しています
　日常の健康チェックに加え、出勤前・出勤時の体温測
定を徹底しています。
2. 職員の手指消毒を徹底しています
　職員の出勤時、献血会場入退出時、献血受付時、問診
時、献血カード更新時。看護師は献血者ごとに手袋を交
換しています。

3. 献血会場の良好な衛生環境を保持しています
　献血会場で使用する機材は日々、消毒液で清掃してい
ます。献血会場の入口で、献血に来てくださった方の体
温測定を徹底しています。

＜皆さまへのお願い＞
・ 献血会場では、入口に備えている消毒液で手指消毒を
お願いします。

・ 入口での体温測定にご協力ください。
・ 必ずマスクを着用していただくようお願いします。

現在の技術では血液を人工的につくることはできませ
ん。また、血液には生きている細胞が含まれているため、
長期間の保管もできません。必要としている患者さんに
365日24時間、いつでも血液を届けるためには、毎日新
しい血液が必要です。そのためには、多くの方に献血に
協力していただく必要があります。

献血は、なぜ必要なの？

献血できる“ヘルシーボディ”
を目指そう！

　健康な方に余裕を持ってしていただくのが「献血」の大
原則。とりわけ、ヘモグロビン濃度を正常に保つために
は、規則正しく栄養バランスのとれた食事をすることが大
切です。鉄分を多く含む食品を積極的に取り入れましょう。

＜毎食 1皿食べてみて！＞
1品につき鉄3mgが含まれています。

・ひじき煮 ......................................中鉢 1杯（ひじき干5g）
・やきとりレバー .................................... 1本（レバー 25g）
・切り干し大根煮 ........................中鉢 1杯（切り干し30g）
・青菜おひたし ..................................小鉢 1杯（青菜 100g）
・大豆五目煮 ........................................中鉢 1杯（大豆30g）
・なまり節煮 ................................. 1皿（なまり節大 1切れ）
・冷奴 ........................................................................豆腐半丁
・貝の味噌汁 ......................具だくさんで 1杯（貝類 100g）

新型コロナウイルス感染症に対する取り組み

献血できる条件ってあるの？
献血する方の健康を守り、同時に輸血を受けられる方
の安全性を守るために、献血にあたってはさまざまな基
準があります。年齢は原則的に16～69歳。体重や血圧
なども正常の範囲であることが条件です。また、血液中
の赤血球の濃さを表すヘモグロビン濃度が基準を満たし
ていない場合も、献血をご遠慮いただいています。
そのほか、これまでにかかった病気によっても献血を
ご遠慮いただく場合があります。詳しくは、最寄りの献
血ルームにお問い合わせください。

・全血製剤	..............採血後21日間
・赤血球製剤	..........採血後21日間
・血小板製剤	..........採血後4日間
・血漿製剤	..............採血後1年間

献血された血液を輸血に使用できる期間
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悪性新生物（がん）
血液および造血器
（白血病など）
循環器系
（心筋梗塞など）
消化器系
筋骨格系および
結合組織
腎尿路生殖器系
妊娠・分娩
損傷、中毒および
その他の外因
その他の疾患
不詳

疾病別輸血状況

14.9％

21.5％

11.0％

2.3％
0.5％

1.4％
1.1％

30.4％

11.4％5.5％

NISSEKI TOKYO 12

輸 血 が必要になるときって？
～血液の基礎知識・輸血＆献血編～

私たちの体を維持するために欠かせない血液。大量に出血した時だけでなく、病気などで血液の
成分が自分でつくれなくなった時にも、他の人から血液をもらわなければなりません。血液をも
らうのが輸血。自分の血液を分けてあげるのが献血です。

次のようなとき、輸血が必要になります。

・	白血病や再生不良性貧血などの血液の病気や、抗がん
剤などの薬の副作用により赤血球や血小板をつくるこ
とができなくなることがあります。

・	肝硬変や薬の副作用などで、凝固因子をつくることが
できなくなることがあります。

血液の成分を
つくることができないとき

血液の成分が大量に消費されるとき大量に出血したとき
・	手術や交通事故、出産などで大量に出血したときに、血液の
成分を補うことが必要なことがあります。

・	血液の成分の量が不足していたり、血液のはたらきが正常でな
い場合には、手術や処置の前に輸血をすることがあります。

・	がんや感染症の合併症などで血小板や凝固因子が急
速に消費されてしまうと、止血に必要な量を保てない
ことがあります。

　輸血はどんな病気の人が受けているのでしょうか？ 
平成30年度の場合、1位は悪性新生物（がん）で30.4％
を占めました。血液や造血器の疾患（白血病など）が
14.9%、循環器系疾患（動脈硬化、心筋梗塞など）が
11.4％と続きます。

1位はがんで約3割
〜疾病別の輸血状況〜

出典：東京都健康福祉局「平成30年輸血状況調査集計結果」

赤

血球製剤

血
漿製剤

血

小
板製剤

出典：日本赤十字社「患者さんとご家族向け 輸血情報」
http://jrc.or.jp/transfusion/need/
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特集　  血液の不思議。

　日本赤十字社では従来より感染症対策を行っています
が、新型コロナウイルス感染症の拡大を受けて、さらに
徹底した対策をとっています。
1. 職員の健康チェックを徹底しています
　日常の健康チェックに加え、出勤前・出勤時の体温測
定を徹底しています。
2. 職員の手指消毒を徹底しています
　職員の出勤時、献血会場入退出時、献血受付時、問診
時、献血カード更新時。看護師は献血者ごとに手袋を交
換しています。

3. 献血会場の良好な衛生環境を保持しています
　献血会場で使用する機材は日々、消毒液で清掃してい
ます。献血会場の入口で、献血に来てくださった方の体
温測定を徹底しています。

＜皆さまへのお願い＞
・ 献血会場では、入口に備えている消毒液で手指消毒を
お願いします。

・ 入口での体温測定にご協力ください。
・ 必ずマスクを着用していただくようお願いします。

現在の技術では血液を人工的につくることはできませ
ん。また、血液には生きている細胞が含まれているため、
長期間の保管もできません。必要としている患者さんに
365日24時間、いつでも血液を届けるためには、毎日新
しい血液が必要です。そのためには、多くの方に献血に
協力していただく必要があります。

献血は、なぜ必要なの？

献血できる“ヘルシーボディ”
を目指そう！

　健康な方に余裕を持ってしていただくのが「献血」の大
原則。とりわけ、ヘモグロビン濃度を正常に保つために
は、規則正しく栄養バランスのとれた食事をすることが大
切です。鉄分を多く含む食品を積極的に取り入れましょう。

＜毎食 1皿食べてみて！＞
1品につき鉄3mgが含まれています。

・ひじき煮 ......................................中鉢 1杯（ひじき干5g）
・やきとりレバー .................................... 1本（レバー 25g）
・切り干し大根煮 ........................中鉢 1杯（切り干し30g）
・青菜おひたし ..................................小鉢 1杯（青菜 100g）
・大豆五目煮 ........................................中鉢 1杯（大豆30g）
・なまり節煮 ................................. 1皿（なまり節大 1切れ）
・冷奴 ........................................................................豆腐半丁
・貝の味噌汁 ......................具だくさんで 1杯（貝類 100g）

新型コロナウイルス感染症に対する取り組み

献血できる条件ってあるの？
献血する方の健康を守り、同時に輸血を受けられる方
の安全性を守るために、献血にあたってはさまざまな基
準があります。年齢は原則的に16～69歳。体重や血圧
なども正常の範囲であることが条件です。また、血液中
の赤血球の濃さを表すヘモグロビン濃度が基準を満たし
ていない場合も、献血をご遠慮いただいています。
そのほか、これまでにかかった病気によっても献血を
ご遠慮いただく場合があります。詳しくは、最寄りの献
血ルームにお問い合わせください。

・全血製剤	..............採血後21日間
・赤血球製剤	..........採血後21日間
・血小板製剤	..........採血後4日間
・血漿製剤	..............採血後1年間

献血された血液を輸血に使用できる期間
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Interview

輸血でもらった“生きるパワー”
悪性リンパ腫を乗り越えて、思うこと

1963年、東京都生まれ。1987年フジテレビに
入社、『情報プレゼンターとくダネ！』などの情
報番組で活躍。2019年10月からフリーアナウ
ンサーに。同年12月、悪性リンパ腫であること
を公表、闘病生活をブログで綴った。2020年5
月に復帰。がんサバイバーとしての活動にも力
を入れる。血液型はA型（Rh−）。

PROFILE

　フリーアナウンサーの笠井信輔さんは、フジテレビからの独立直後、血液のがん（悪性リンパ腫）であるこ
とがわかり、過酷な闘病生活を送りました。入院中は2度の輸血を受け、血液や献血の大切さを実感したと
言います。現在は完全寛

かん

解
かい

※し、2020年11月には闘病生活を綴った『生きる力　引き算の縁と足し算の縁』
を出版。今後は、がんサバイバー（体験者）としての発信にも力を入れたいと語ります。

※すべての病変（がん）が消失し、新たながんが出現していない状態が続いていること。

Shinsuke
Kasai

笠
井

　
信
輔
さ
ん

フ
リ
ー
ア
ナ
ウ
ン
サ
ー
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特集　  血液の不思議。

な
ん
で
自
分
が
？

な
ん
で
今
!?

長
年
勤
め
て
い
た
フ
ジ
テ
レ
ビ
を
退

社
し
、
フ
リ
ー
ア
ナ
ウ
ン
サ
ー
と
し
て

独
立
し
た
の
が
２
０
１
９
年
10
月
。
そ

の
直
後
の
12
月
に
悪
性
リ
ン
パ
腫
で
あ

る
こ
と
が
分
か
り
ま
し
た
。
自
分
が
が

ん
だ
と
知
っ
た
時
は
、「
な
ん
で
自
分

が
、
何
で
今
!?
」
と
シ
ョ
ッ
ク
で
し
た
。

独
立
し
て
こ
れ
か
ら
と
い
う
時
に
、
自

分
は
な
ん
て
運
が
悪
い
の
だ
ろ
う
と
。

そ
れ
が
最
初
の
正
直
な
気
持
ち
で
す
。

し
か
も
、
ス
テ
ー
ジ
４
で
予
後
の
悪

い
タ
イ
プ
で
し
た
。
ま
た
、
私
が
か
か
っ

た
「
び
ま
ん
性
大
細
胞
型
B
細
胞
リ
ン

パ
腫
」
は
、
基
本
的
に
通
院
で
抗
が
ん

剤
治
療
を
す
る
の
で
す
が
、
私
は
タ
チ

の
悪
い
遺
伝
子
異
常
が
見
つ
か
っ
た
こ

と
も
あ
っ
て
、
入
院
し
て
治
療
を
行
う

こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

医
師
か
ら
は
、
最
低
４
カ
月
の
入
院

が
必
要
で
、
復
帰
ま
で
に
は
１
年
か
か

る
か
も
し
れ
な
い
と
言
わ
れ
ま
し
た
。

実
際
に
は
退
院
す
る
ま
で
に
4
カ
月
半

か
か
り
ま
し
た
が
、
お
か
げ
さ
ま
で
完

全
寛
解
。
現
在
の
医
学
と
薬
の
進
歩
、

そ
し
て
先
生
や
看
護
師
さ
ん
た
ち
に
は

感
謝
の
気
持
ち
で
い
っ
ぱ
い
で
す
。

伝
え
る
こ
と
が
仕
事
だ
か
ら

Ｓ
Ｎ
Ｓ
で
闘
病
生
活
を
発
信

正
直
、「
死
ぬ
か
も
」
と
感
じ
た
こ

と
も
あ
り
ま
す
。
最
初
の
Ｐ
Ｅ
Ｔ
検
査

（
が
ん
な
ど
の
病
変
を
検
査
す
る
画
像

診
断
法
の
一
つ
）
を
受
け
た
際
、
が
ん

の
部
分
が
黄
色
く
表
示
さ
れ
る
の
で
す

が
、
首
か
ら
下
が
真
っ
黄
色
。
全
身
が

が
ん
に
侵
さ
れ
て
い
て
、
そ
れ
を
見
た

時
は
さ
す
が
に
「
ま
ず
い
な
」
と
思
い

ま
し
た
。

た
だ
、
先
生
は
ス
テ
ー

ジ
４
で
あ
っ
て
も
効
く
薬

は
あ
る
し
、
手
遅
れ
で
は

な
い
と
言
っ
て
く
れ
ま
し

た
。
そ
の
言
葉
に
励
ま
さ

れ
て
、
絶
対
に
治
し
て
や

る
と
決
意
し
ま
し
た
。

リ
ン
パ
腫
に
な
っ
た
こ

と
を
契
機
に
、
ブ
ロ
グ
と

イ
ン
ス
タ
グ
ラ
ム
を
始
め
ま
し
た
。
１

日
に
１
０
０
０
～
２
０
０
０
件
の
コ
メ

ン
ト
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
が
、
そ
の
半

分
く
ら
い
は
、
自
分
や
家
族
が
が
ん
に

な
っ
た
と
い
う
方
か
ら
で
し
た
。

現
代
は
、
２
人
に
１
人
が
が
ん
に
な

る
時
代
で
す
。
自
分
は
運
が
悪
い
と

思
っ
て
い
ま
し
た
が
、
む
し
ろ
が
ん
に

な
る
方
が
普
通
で
、
た
ま
た
ま
運
の
良

い
人
が
が
ん
に
な
ら
な
い
と
い
う
こ
と

で
は
な
い
か
と
、
発
想
を
逆
転
さ
せ
ま

し
た
。
こ
ち
ら
の
方
が
オ
ー
ソ
ド
ッ
ク

ス
な
ん
だ
と
。

自
分
の
闘
病
生
活
を
公
表
し
た
の
は
、

リ
ン
パ
腫
に
な
っ
た
か
ら
と
い
っ
て
、

こ
の
ま
ま
引
き
下
が
れ
な
い
、
絶
対
に

復
帰
し
て
、
フ
リ
ー
ア
ナ
ウ
ン
サ
ー
と

し
て
の
姿
を
し
っ
か
り
見
せ
な
い
と
引
っ

込
み
が
つ
か
な
い
、
と
い
う
意
地
も
あ

り
ま
し
た
。

ま
た
、
こ
れ
ま
で
有
名
人
の
プ
ラ
イ

バ
シ
ー
を
伝
え
る
仕
事
を
し
て
き
た
中

で
、
自
分
自
身
の
都
合
の
悪
い
部
分
は

そ
っ
と
し
て
お
い
て
く
れ
と
い
う
の
は

違
う
と
思
っ
た
ん
で
す
。
そ
れ
に
私
は

長
年
、
生
放
送
の
情
報
番
組
で
、
事
件

や
事
故
に
遭
遇
し
た
被
害
者
の
皆
さ
ん

の
生
の
声
を
伝
え
て
き
ま
し
た
。
東
日

本
大
震
災
で
も
被
災
地
に
入
り
、
被
災

者
の
皆
さ
ん
の
声
を
聞
い
て
き
た
。
今

度
は
、
自
分
自
身
が
当
人
に
な
る
わ
け

で
す
。
こ
の
経
験
を
発
信
す
る
こ
と
は
、

「ありのままの自分を伝えよう」と、抗がん
剤治療中の辛い姿もSNSで公表

　血液には多くの血液型
があります。その中で、
輸血をする上で極めて重
要な血液型がABO血液
型とRh血液型です。
　血液は赤血球の表面に
ある抗原によって分類さ
れ、A抗原があるとA型、
B抗原があるとB型に。A
とBの両方の抗原があるとAB型、両抗原がない
とO型になります。そして、D抗原があるとRhプ
ラス、ないとRhマイナスに分類されます。
　日本人は、おおよそA型が40％、B型が20％、
O型が30%、AB型が 10％の割合と言われていま
す。また、日本人のRhマイナスはわずか0.5％程
度という低い割合です。
出典： 一般社団法人日本輸血・細胞治療学会HP「血液型に

ついて」
http://yuketsu.jstmct.or.jp/general/for_blood_type/

血液型の種類 ～ ABO型とRh型～

A型
40％O型

30％

B型
20％

AB型
10％

日本人の
血液型割合
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特集　  血液の不思議。

な
ん
で
自
分
が
？

な
ん
で
今
!?

長
年
勤
め
て
い
た
フ
ジ
テ
レ
ビ
を
退

社
し
、
フ
リ
ー
ア
ナ
ウ
ン
サ
ー
と
し
て

独
立
し
た
の
が
２
０
１
９
年
10
月
。
そ

の
直
後
の
12
月
に
悪
性
リ
ン
パ
腫
で
あ

る
こ
と
が
わ
か
り
ま
し
た
。
自
分
が
が

ん
だ
と
知
っ
た
時
は
、「
な
ん
で
自
分
が
、

な
ん
で
今
!?
」
と
シ
ョ
ッ
ク
で
し
た
。

独
立
し
て
こ
れ
か
ら
と
い
う
時
に
、
自

分
は
な
ん
て
運
が
悪
い
の
だ
ろ
う
と
。

そ
れ
が
最
初
の
正
直
な
気
持
ち
で
す
。

し
か
も
、
ス
テ
ー
ジ
４
で
予
後
の
悪

い
タ
イ
プ
で
し
た
。
ま
た
、
私
が
か
か
っ

た
「
び
ま
ん
性
大
細
胞
型
B
細
胞
リ
ン

パ
腫
」
は
、
基
本
的
に
通
院
で
抗
が
ん

剤
治
療
を
す
る
の
で
す
が
、
私
は
タ
チ

の
悪
い
遺
伝
子
異
常
が
見
つ
か
っ
た
こ

と
も
あ
っ
て
、
入
院
し
て
治
療
を
行
う

こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

医
師
か
ら
は
、
最
低
４
カ
月
の
入
院

が
必
要
で
、
復
帰
ま
で
に
は
１
年
か
か

る
か
も
し
れ
な
い
と
言
わ
れ
ま
し
た
。

実
際
に
は
退
院
す
る
ま
で
に
4
カ
月
半

か
か
り
ま
し
た
が
、
お
か
げ
さ
ま
で
完

全
寛
解
。
現
在
の
医
学
と
薬
の
進
歩
、

そ
し
て
先
生
や
看
護
師
さ
ん
た
ち
に
は

感
謝
の
気
持
ち
で
い
っ
ぱ
い
で
す
。

伝
え
る
こ
と
が
仕
事
だ
か
ら

Ｓ
Ｎ
Ｓ
で
闘
病
生
活
を
発
信

正
直
、「
死
ぬ
か
も
」
と
感
じ
た
こ

と
も
あ
り
ま
す
。
最
初
の
Ｐ
Ｅ
Ｔ
検
査

（
が
ん
な
ど
の
病
変
を
検
査
す
る
画
像

診
断
法
の
一
つ
）
を
受
け
た
際
、
が
ん

の
部
分
が
黄
色
く
表
示
さ
れ
る
の
で
す

が
、
首
か
ら
下
が
真
っ
黄
色
。
全
身
が

が
ん
に
侵
さ
れ
て
い
て
、
そ
れ
を
見
た

時
は
さ
す
が
に
「
ま
ず
い
な
」
と
思
い

ま
し
た
。

た
だ
、
先
生
は
ス
テ
ー

ジ
４
で
あ
っ
て
も
効
く
薬

は
あ
る
し
、
手
遅
れ
で
は

な
い
と
言
っ
て
く
れ
ま
し

た
。
そ
の
言
葉
に
励
ま
さ

れ
て
、
絶
対
に
治
し
て
や

る
と
決
意
し
ま
し
た
。

リ
ン
パ
腫
に
な
っ
た
こ

と
を
契
機
に
、
ブ
ロ
グ
と

イ
ン
ス
タ
グ
ラ
ム
を
始
め
ま
し
た
。
１

日
に
１
０
０
０
～
２
０
０
０
件
の
コ
メ

ン
ト
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
が
、
そ
の
半

分
く
ら
い
は
、
自
分
や
家
族
が
が
ん
に

な
っ
た
と
い
う
方
か
ら
で
し
た
。

現
代
は
、
２
人
に
１
人
が
が
ん
に
な

る
時
代
で
す
。
自
分
は
運
が
悪
い
と

思
っ
て
い
ま
し
た
が
、
む
し
ろ
が
ん
に

な
る
方
が
普
通
で
、
た
ま
た
ま
運
の
良

い
人
が
が
ん
に
な
ら
な
い
と
い
う
こ
と

で
は
な
い
か
と
、
発
想
を
逆
転
さ
せ
ま

し
た
。
こ
ち
ら
の
方
が
オ
ー
ソ
ド
ッ
ク

ス
な
ん
だ
と
。

自
分
の
闘
病
生
活
を
公
表
し
た
の
は
、

リ
ン
パ
腫
に
な
っ
た
か
ら
と
い
っ
て
、

こ
の
ま
ま
引
き
下
が
れ
な
い
、
絶
対
に

復
帰
し
て
、
フ
リ
ー
ア
ナ
ウ
ン
サ
ー
と

し
て
の
姿
を
し
っ
か
り
見
せ
な
い
と
引
っ

込
み
が
つ
か
な
い
、
と
い
う
意
地
も
あ

り
ま
し
た
。

ま
た
、
こ
れ
ま
で
有
名
人
の
プ
ラ
イ

バ
シ
ー
を
伝
え
る
仕
事
を
し
て
き
た
中

で
、
自
分
自
身
の
都
合
の
悪
い
部
分
は

そ
っ
と
し
て
お
い
て
く
れ
と
い
う
の
は

違
う
と
思
っ
た
ん
で
す
。
そ
れ
に
私
は

長
年
、
生
放
送
の
情
報
番
組
で
、
事
件

や
事
故
に
遭
遇
し
た
被
害
者
の
皆
さ
ん

の
生
の
声
を
伝
え
て
き
ま
し
た
。
東
日

本
大
震
災
で
も
被
災
地
に
入
り
、
被
災

者
の
皆
さ
ん
の
声
を
聞
い
て
き
た
。
今

度
は
、
自
分
自
身
が
当
人
に
な
る
わ
け

で
す
。
こ
の
経
験
を
発
信
す
る
こ
と
は
、

「ありのままの自分を伝えよう」と、抗がん
剤治療中の辛い姿もSNSで公表
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Interview

輸血でもらった“生きるパワー”
悪性リンパ腫を乗り越えて、思うこと

1963年、東京都生まれ。1987年フジテレビに
入社、『情報プレゼンターとくダネ！』などの情
報番組で活躍。2019年10月からフリーアナウ
ンサーに。同年12月、悪性リンパ腫であること
を公表、闘病生活をブログで綴った。2020年5
月に復帰。がんサバイバーとしての活動にも力
を入れる。血液型はA型（Rh−）。

PROFILE

　フリーアナウンサーの笠井信輔さんは、フジテレビからの独立直後、血液のがん（悪性リンパ腫）であるこ
とがわかり、過酷な闘病生活を送りました。入院中は2度の輸血を受け、血液や献血の大切さを実感したと
言います。現在は完全寛

かん

解
かい

※し、2020年11月には闘病生活を綴った『生きる力　引き算の縁と足し算の縁』
を出版。今後は、がんサバイバー（体験者）としての発信にも力を入れたいと語ります。

※すべての病変（がん）が消失し、新たながんが出現していない状態が続いていること。

Shinsuke
Kasai

笠
井

　
信
輔
さ
ん

フ
リ
ー
ア
ナ
ウ
ン
サ
ー
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な
ん
で
自
分
が
？

な
ん
で
今
!?

長
年
勤
め
て
い
た
フ
ジ
テ
レ
ビ
を
退

社
し
、
フ
リ
ー
ア
ナ
ウ
ン
サ
ー
と
し
て

独
立
し
た
の
が
２
０
１
９
年
10
月
。
そ

の
直
後
の
12
月
に
悪
性
リ
ン
パ
腫
で
あ

る
こ
と
が
分
か
り
ま
し
た
。
自
分
が
が

ん
だ
と
知
っ
た
時
は
、「
な
ん
で
自
分
が
、

な
ん
で
今
!?
」
と
シ
ョ
ッ
ク
で
し
た
。

独
立
し
て
こ
れ
か
ら
と
い
う
時
に
、
自

分
は
な
ん
て
運
が
悪
い
の
だ
ろ
う
と
。

そ
れ
が
最
初
の
正
直
な
気
持
ち
で
す
。

し
か
も
、
ス
テ
ー
ジ
４
で
予
後
の
悪

い
タ
イ
プ
で
し
た
。
ま
た
、
私
が
か
か
っ

た
「
び
ま
ん
性
大
細
胞
型
B
細
胞
リ
ン

パ
腫
」
は
、
基
本
的
に
通
院
で
抗
が
ん

剤
治
療
を
す
る
の
で
す
が
、
私
は
タ
チ

の
悪
い
遺
伝
子
異
常
が
見
つ
か
っ
た
こ

と
も
あ
っ
て
、
入
院
し
て
治
療
を
行
う

こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

医
師
か
ら
は
、
最
低
４
カ
月
の
入
院

が
必
要
で
、
復
帰
ま
で
に
は
１
年
か
か

る
か
も
し
れ
な
い
と
言
わ
れ
ま
し
た
。

実
際
に
は
退
院
す
る
ま
で
に
4
カ
月
半

か
か
り
ま
し
た
が
、
お
か
げ
さ
ま
で
完

全
寛
解
。
現
在
の
医
学
と
薬
の
進
歩
、

そ
し
て
先
生
や
看
護
師
さ
ん
た
ち
に
は

感
謝
の
気
持
ち
で
い
っ
ぱ
い
で
す
。

伝
え
る
こ
と
が
仕
事
だ
か
ら

Ｓ
Ｎ
Ｓ
で
闘
病
生
活
を
発
信

正
直
、「
死
ぬ
か
も
」
と
感
じ
た
こ

と
も
あ
り
ま
す
。
最
初
の
Ｐ
Ｅ
Ｔ
検
査

（
が
ん
な
ど
の
病
変
を
検
査
す
る
画
像

診
断
法
の
一
つ
）
を
受
け
た
際
、
が
ん

の
部
分
が
黄
色
く
表
示
さ
れ
る
の
で
す

が
、
首
か
ら
下
が
真
っ
黄
色
。
全
身
が

が
ん
に
侵
さ
れ
て
い
て
、
そ
れ
を
見
た

時
は
さ
す
が
に
「
ま
ず
い
な
」
と
思
い

ま
し
た
。

た
だ
、
先
生
は
ス
テ
ー

ジ
４
で
あ
っ
て
も
効
く
薬

は
あ
る
し
、
手
遅
れ
で
は

な
い
と
言
っ
て
く
れ
ま
し

た
。
そ
の
言
葉
に
励
ま
さ

れ
て
、
絶
対
に
治
し
て
や

る
と
決
意
し
ま
し
た
。

リ
ン
パ
腫
に
な
っ
た
こ

と
を
契
機
に
、
ブ
ロ
グ
と

イ
ン
ス
タ
グ
ラ
ム
を
始
め
ま
し
た
。
１

日
に
１
０
０
０
～
２
０
０
０
件
の
コ
メ

ン
ト
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
が
、
そ
の
半

分
く
ら
い
は
、
自
分
や
家
族
が
が
ん
に

な
っ
た
と
い
う
方
か
ら
で
し
た
。

現
代
は
、
２
人
に
１
人
が
が
ん
に
な

る
時
代
で
す
。
自
分
は
運
が
悪
い
と

思
っ
て
い
ま
し
た
が
、
む
し
ろ
が
ん
に

な
る
方
が
普
通
で
、
た
ま
た
ま
運
の
良

い
人
が
が
ん
に
な
ら
な
い
と
い
う
こ
と

で
は
な
い
か
と
、
発
想
を
逆
転
さ
せ
ま

し
た
。
こ
ち
ら
の
方
が
オ
ー
ソ
ド
ッ
ク

ス
な
ん
だ
と
。

自
分
の
闘
病
生
活
を
公
表
し
た
の
は
、

リ
ン
パ
腫
に
な
っ
た
か
ら
と
い
っ
て
、

こ
の
ま
ま
引
き
下
が
れ
な
い
、
絶
対
に

復
帰
し
て
、
フ
リ
ー
ア
ナ
ウ
ン
サ
ー
と

し
て
の
姿
を
し
っ
か
り
見
せ
な
い
と
引
っ

込
み
が
つ
か
な
い
、
と
い
う
意
地
も
あ

り
ま
し
た
。

ま
た
、
こ
れ
ま
で
有
名
人
の
プ
ラ
イ

バ
シ
ー
を
伝
え
る
仕
事
を
し
て
き
た
中

で
、
自
分
自
身
の
都
合
の
悪
い
部
分
は

そ
っ
と
し
て
お
い
て
く
れ
と
い
う
の
は

違
う
と
思
っ
た
ん
で
す
。
そ
れ
に
私
は

長
年
、
生
放
送
の
情
報
番
組
で
、
事
件

や
事
故
に
遭
遇
し
た
被
害
者
の
皆
さ
ん

の
生
の
声
を
伝
え
て
き
ま
し
た
。
東
日

本
大
震
災
で
も
被
災
地
に
入
り
、
被
災

者
の
皆
さ
ん
の
声
を
聞
い
て
き
た
。
今

度
は
、
自
分
自
身
が
当
人
に
な
る
わ
け

で
す
。
こ
の
経
験
を
発
信
す
る
こ
と
は
、

「ありのままの自分を伝えよう」と、抗がん
剤治療中の辛い姿もSNSで公表

　血液には多くの血液型
があります。その中で、
輸血をする上で極めて重
要な血液型がABO血液
型とRh血液型です。
　血液は赤血球の表面に
ある抗原によって分類さ
れ、A抗原があるとA型、
B抗原があるとB型に。A
とBの両方の抗原があるとAB型、両抗原がない
とO型になります。そして、D抗原があるとRhプ
ラス、ないとRhマイナスに分類されます。
　日本人は、おおよそA型が40％、B型が20％、
O型が30%、AB型が 10％の割合と言われていま
す。また、日本人のRhマイナスはわずか0.5％程
度という低い割合です。
出典： 一般社団法人日本輸血・細胞治療学会HP「血液型に

ついて」
http://yuketsu.jstmct.or.jp/general/for_blood_type/

血液型の種類 ～ ABO型とRh型～

A型
40％O型

30％

B型
20％

AB型
10％

日本人の
血液型割合
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こ
れ
ま
で
の
仕
事
の
中
で
最
も
直
接
的

な
、
強
い
リ
ポ
ー
ト
に
な
る
と
考
え
ま

し
た
。

辛
い
抗
が
ん
剤
治
療

支
え
は
人
と
の
つ
な
が
り

し
か
し
、
抗
が
ん
剤
治
療
は
想
像
以

上
に
キ
ツ
か
っ
た
。
ブ
ロ
グ
も
、
は
じ

め
は
明
る
い
前
向
き
な
内
容
に
し
よ
う

と
考
え
て
い
た
の
で
す
が
、
辛
い
部
分

を
隠
し
て
し
ま
う
と
、「
が
ん
に
な
っ

て
も
明
る
く
過
ご
せ
る
ん
だ
」
と
思
わ

れ
て
し
ま
う
。
そ
れ
で
は
、
辛
い
治
療

を
乗
り
越
え
た
人
や
、
治
療
真
っ
最
中

の
人
た
ち
に
申
し
訳
な
い
。
だ
か
ら
、

辛
い
部
分
も
包
み
隠
さ
ず
伝
え
る
こ
と

に
し
ま
し
た
。

ブ
ロ
グ
や
イ
ン
ス
タ
グ
ラ
ム
に
寄
せ

ら
れ
た
コ
メ
ン
ト
は
、「
頑
張
っ
て
」

よ
り
も
「
弱
音
を
吐
い
て
く
だ
さ
い
」

の
方
が
多
か
っ
た
。
泣
き
た
い
時
に
は

泣
い
て
く
だ
さ
い
、
弱
音
を
こ
こ
に
書

い
て
く
だ
さ
い
、
と
。
こ
れ
は
、
Ｓ
Ｎ

Ｓ
の
一
つ
の
長
所
で
す
よ
ね
。
自
分
の

心
の
弱
さ
を
さ
ら
け
出
す
こ
と
で
、
多

く
の
人
の
共
感
を
得
ら
れ
る
ん
だ
と
思

い
ま
し
た
。

最
も
辛
か
っ
た
時
の
こ
と
は
、
ブ
ロ

グ
と
は
別
に
手
書
き
の
入
院
日
誌
を
つ

け
て
い
た
の
で
、
そ
こ
に
書
き
ま
し
た
。

あ
ま
り
に
感
情
的
す
ぎ
て
夢
も
希
望
も

な
い
の
で
、
そ
の
時
は
外
に
出
し
ま
せ

ん
で
し
た
が
、
や
は
り
、
あ
り
の
ま
ま

を
お
伝
え
し
た
い
と
の
思
い
か
ら
今
回
、

出
版
し
た
本
に
は
入
院
日
誌
の
内
容
も

掲
載
し
て
い
ま
す
。

入
院
日
誌
の
字
は
す
ご
く
震
え
て
い

る
で
し
ょ
う
？
　抗
が
ん
剤
治
療
で
手

が
痺
れ
て
い
た
ん
で
す
。
ペ
ッ
ト
ボ
ト

ル
の
フ
タ
も
開
け
ら
れ
な
か
っ
た
し
、

爪
も
切
れ
な
か
っ
た
。
力
が
入
ら
な
い

ん
で
す
。

抗
が
ん
剤
の
影
響
は
人
に
よ
っ
て
千

差
万
別
で
、
私
の
場
合
は
倦
怠
感
と
食

欲
不
振
が
ひ
ど
か
っ
た
。
で
も
、
食
べ

な
い
と
免
疫
力
や
抵
抗
力
が
落
ち
て
し

ま
う
の
で
、「
食
べ
る
こ
と
は
闘
い
だ
」

と
い
う
ス
ロ
ー
ガ
ン
を
掲
げ
て
（
笑
）、

嫌
で
も
食
べ
る
よ
う
に
し
ま
し
た
。
そ

れ
で
も
、
ひ
と
昔
前
と
比
べ
る
と
抗
が

ん
剤
の
副
作
用
に
対
す
る
治
療
は
格
段

に
良
く
な
っ
て
い
ま
す
。
今
は
吐
き
気

を
抑
え
る
良
い
薬
も
あ
り
ま
す
。
が
ん

に
な
っ
た
か
ら
と
い
っ
て
絶
望
す
る
こ

と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

ブ
ロ
グ
や
イ
ン
ス
タ
グ
ラ
ム
に
寄
せ

ら
れ
た
コ
メ
ン
ト
は
、
闘
病
生
活
の
支

え
に
な
り
ま
し
た
。
こ
れ
ま
で
は
毎
朝

テ
レ
ビ
に
出
て
い
た
の
に
、
フ
リ
ー
に

な
っ
た
ら
い
つ
の
間
に
か
出
な
く
な
っ

て
、
世
の
中
か
ら
忘
れ
ら
れ
て
し
ま
う
、

取
り
残
さ
れ
て
し
ま
う
…
。
そ
う
し
た

孤
独
感
に
対
し
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
に
寄
せ
ら
れ

た
応
援
の
言
葉
は
、
自
分
が
世
の
中
と

つ
な
が
っ
て
い
る
こ
と
を
実
感
さ
せ
て

く
れ
ま
し
た
。

『
と
く
ダ
ネ
！
』
の
時
代
は
、
報
道

機
関
と
し
て
の
責
任
も
あ
る
の
で
、
Ｓ

Ｎ
Ｓ
の
〝
闇
〟
を
伝
え
て
き
ま
し
た
が
、

入
院
し
て
み
て
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
の
〝
光
〟
の

部
分
ば
か
り
感
じ
ま
し
た
。
人
と
人
と

の
つ
な
が
り
を
感
じ
る
こ
と
で
、
頑
張

ろ
う
と
い
う
気
持
ち
に
な
れ
ま
し
た
。

エ
ネ
ル
ギ
ー
を
直
接

注
入
し
て
も
ら
う
感
じ

入
院
中
に
輸
血
を
２
回
受
け
ま
し

た
。
そ
も
そ
も
輸
血
と
い
う
の
は
、
手

術
や
大
量
出
血
な
ど
で
血
が
足
り
な
い

人
の
た
め
の
も
の
で
、
抗
が
ん
剤
治
療

を
し
て
い
る
私
の
よ
う
な
患
者
に
は
無

縁
だ
と
考
え
て
い
ま
し
た
。
し
か
し
、

抗
が
ん
剤
治
療
の
後
、
白
血
球
や
ヘ
モ

グ
ロ
ビ
ン
な
ど
の
数
値
が
下
が
っ
て
し

ま
い
、
貧
血
状
態
に
。
抗
が
ん
剤
で
血

液
の
成
分
が
痛
め
つ
け
ら
れ
て
し
ま
っ

た
ん
で
す
ね
。

そ
れ
で
輸
血
を
し
て
も
ら
っ
た
の
で

す
が
、
効
果
は
て
き
め
ん
で
し
た
。
も

の
す
ご
い
パ
ワ
ー
を
も
ら
い
ま
し
た
。

薬
や
栄
養
剤
以
上
の
効
果
で
、
エ
ネ
ル

ギ
ー
を
直
接
、
体
に
注
入
し
て
も
ら
う

感
じ
で
し
た
。

一
方
で
、
罪
悪
感
も
。
コ
ロ
ナ
禍
で

献
血
者
が
減
っ
て
い
る
中
で
、
し
か
も

私
は
R
h
マ
イ
ナ
ス
で
す
。
近
く
に
血

液
が
な
い
と
赤
十
字
が
全
国
の
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
で
手
配
し
て
く
れ
ま
す
が
、
そ

抗がん剤治療の最中は手が痺れてペンを
持つのも大変だったが、自分の率直な思
いを記録した
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れ
で
も
到
着
が
遅
れ
、
輸
血
が
予
定
の

時
間
通
り
に
始
め
ら
れ
な
か
っ
た
こ
と

も
あ
り
ま
し
た
。
そ
う
し
た
貴
重
な
血

液
を
、
血
が
足
り
て
い
な
い
わ
け
で
も

な
い
自
分
が
使
っ
て
し
ま
う
な
ん
て
…
。

同
時
に
、
献
血
し
て
く
れ
た
方
に
対
し
、

と
て
つ
も
な
い
感
謝
の
気
持
ち
を
感
じ

ま
し
た
。

輸
血
を
受
け
る
と
、
献
血
は
で
き
な

く
な
る
の
で
、
そ
れ
も
申
し
訳
な
く
思

い
ま
し
た
。
若
い
頃
か
ら
献
血
に
協
力

し
て
き
た
こ
と
が
、
せ
め
て
も
の
救
い

で
し
た
。

ま
さ
か
、
自
分
が
輸
血
を
受
け
る
こ

と
に
な
る
な
ん
て
、
少
し
も
考
え
ず
に

生
活
し
て
き
ま
し
た
。
だ
け
ど
人
間
、

い
つ
何
が
起
き
る
か
分
か
ら
な
い
。
輸

血
を
い
っ
た
ん
受
け
て
し
ま
う
と
、
恩

返
し
が
し
た
く
て
も
献
血
は
で
き
ま
せ

ん
。
そ
う
な
る
前
に
献
血
し
て
お
く
こ

と
は
、
と
て
も
大
切
な
こ
と
だ
と
思
い

ま
す
。
今
は
コ
ロ
ナ
禍
で
、
献
血
に
行

く
こ
と
も
不
安
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、

献
血
ル
ー
ム
で
は
十
分
な
対
策
が
取
ら

れ
て
い
る
そ
う
で
す
。
ぜ
ひ
、
献
血
に

協
力
し
て
ほ
し
い
な
と
思
い
ま
す
。

防
災
や
減
災
の
よ
う
に

が
ん
に
も
〝
備
え
〟
が
必
要

私
は
こ
の
間
、
東
日
本
大
震
災
の
被

災
地
の
皆
さ
ん
に
向
き
合
っ
て
き
ま
し

た
が
、
も
う
一
つ
、
自
分
の
や
る
べ
き

仕
事
が
与
え
ら
れ
た
と
感
じ
て
い
ま

す
。
現
在
、
が
ん
情
報
サ
イ
ト
「
オ
ン

コ
ロ
」
で
動
画
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
コ
ー

ナ
ー
を
担
当
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
Ｎ

Ｐ
Ｏ
キ
ャ
ン
サ
ー
ネ
ッ
ト
ジ
ャ
パ
ン
が

取
り
組
ん
で
い
る
、
が
ん
の
知
識
普
及

の
活
動
に
も
参
加
し
て
い
ま
す
。
今
回

の
本
の
出
版
も
、
そ
の
一
環
で
す
。

が
ん
っ
て
、
病
気
の
こ
と
が
何
も
分

か
ら
な
い
の
に
突
然
か
か
っ
て
、
ど
の

病
院
で
ど
の
医
師
に
、
ど
う
い
う
治
療

を
し
て
も
ら
う
の
か
、
重
要
な
こ
と
を

全
て
患
者
が
決
め
な
い
と
い
け
な
い
ん

で
す
。
災
害
に
対
し
て
防
災
や
減
災
が

あ
る
よ
う
に
、
自
分
が
が
ん
に
な
っ
た

ら
ど
う
す
る
か
、
事
前
に
い
ろ
い
ろ
と

考
え
て
、
備
え
て
お
く
こ
と
は
大
切
で

す
。
そ
う
し
た
こ
と
を
伝
え
て
い
き
た

い
で
す
ね
。

　悪性リンパ腫の診断を受けた笠井さんが、一時
は死を覚悟しながらも、SNSの力を借りて、がん
で失った引き算を足し算に変えていくまでを記
録した1冊。そこには、猛烈に働いていたアナウ
ンサーだった頃には見えない発見があった。家族
とのやりとりやテレビ仲間たちとのエピソード、
さらにはブログにも書かず、家族にも言えなかっ
た話も赤裸々に綴られている。
　同書を読者5人にプレゼント。詳しくはP.28
プレゼントページをご覧ください。

『生きる力   引き算の縁と足し算の縁』
角川書店　1,540円（税込）
2020年 11月 18日発売

入院中に2度の輸血を受けた笠井さん。抗がん剤による体調不良が劇的に改善された
という
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ご登録いただくと、簡易に献血のWeb予約
ができるようになり、血液の検査結果もいち早くわかるように
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のポイント数と記念品が交換できるほ か、住所変更などのお手
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こ
れ
ま
で
の
仕
事
の
中
で
最
も
直
接
的

な
、
強
い
リ
ポ
ー
ト
に
な
る
と
考
え
ま

し
た
。

辛
い
抗
が
ん
剤
治
療

支
え
は
人
と
の
つ
な
が
り

し
か
し
、
抗
が
ん
剤
治
療
は
想
像
以

上
に
キ
ツ
か
っ
た
。
ブ
ロ
グ
も
、
は
じ

め
は
明
る
い
前
向
き
な
内
容
に
し
よ
う

と
考
え
て
い
た
の
で
す
が
、
辛
い
部
分

を
隠
し
て
し
ま
う
と
、「
が
ん
に
な
っ

て
も
明
る
く
過
ご
せ
る
ん
だ
」
と
思
わ

れ
て
し
ま
う
。
そ
れ
で
は
、
辛
い
治
療

を
乗
り
越
え
た
人
や
、
治
療
真
っ
最
中

の
人
た
ち
に
申
し
訳
な
い
。
だ
か
ら
、

辛
い
部
分
も
包
み
隠
さ
ず
伝
え
る
こ
と

に
し
ま
し
た
。

ブ
ロ
グ
や
イ
ン
ス
タ
グ
ラ
ム
に
寄
せ

ら
れ
た
コ
メ
ン
ト
は
、「
頑
張
っ
て
」

よ
り
も
「
弱
音
を
吐
い
て
く
だ
さ
い
」

の
方
が
多
か
っ
た
。
泣
き
た
い
時
に
は

泣
い
て
く
だ
さ
い
、
弱
音
を
こ
こ
に
書

い
て
く
だ
さ
い
、
と
。
こ
れ
は
、
Ｓ
Ｎ

Ｓ
の
一
つ
の
長
所
で
す
よ
ね
。
自
分
の

心
の
弱
さ
を
さ
ら
け
出
す
こ
と
で
、
多

く
の
人
の
共
感
を
得
ら
れ
る
ん
だ
と
思

い
ま
し
た
。

最
も
辛
か
っ
た
時
の
こ
と
は
、
ブ
ロ

グ
と
は
別
に
手
書
き
の
入
院
日
誌
を
つ

け
て
い
た
の
で
、
そ
こ
に
書
き
ま
し
た
。

あ
ま
り
に
感
情
的
す
ぎ
て
夢
も
希
望
も

な
い
の
で
、
そ
の
時
は
外
に
出
し
ま
せ

ん
で
し
た
が
、
や
は
り
、
あ
り
の
ま
ま

を
お
伝
え
し
た
い
と
の
思
い
か
ら
今
回
、

出
版
し
た
本
に
は
入
院
日
誌
の
内
容
も

掲
載
し
て
い
ま
す
。

入
院
日
誌
の
字
は
す
ご
く
震
え
て
い

る
で
し
ょ
う
？
　抗
が
ん
剤
治
療
で
手

が
痺
れ
て
い
た
ん
で
す
。
ペ
ッ
ト
ボ
ト

ル
の
フ
タ
も
開
け
ら
れ
な
か
っ
た
し
、

爪
も
切
れ
な
か
っ
た
。
力
が
入
ら
な
い

ん
で
す
。

抗
が
ん
剤
の
影
響
は
人
に
よ
っ
て
千

差
万
別
で
、
私
の
場
合
は
倦
怠
感
と
食

欲
不
振
が
ひ
ど
か
っ
た
。
で
も
、
食
べ

な
い
と
免
疫
力
や
抵
抗
力
が
落
ち
て
し

ま
う
の
で
、「
食
べ
る
こ
と
は
闘
い
だ
」

と
い
う
ス
ロ
ー
ガ
ン
を
掲
げ
て
（
笑
）、

嫌
で
も
食
べ
る
よ
う
に
し
ま
し
た
。
そ

れ
で
も
、
ひ
と
昔
前
と
比
べ
る
と
抗
が

ん
剤
の
副
作
用
に
対
す
る
治
療
は
格
段

に
良
く
な
っ
て
い
ま
す
。
今
は
吐
き
気

を
抑
え
る
良
い
薬
も
あ
り
ま
す
。
が
ん

に
な
っ
た
か
ら
と
い
っ
て
絶
望
す
る
こ

と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

ブ
ロ
グ
や
イ
ン
ス
タ
グ
ラ
ム
に
寄
せ

ら
れ
た
コ
メ
ン
ト
は
、
闘
病
生
活
の
支

え
に
な
り
ま
し
た
。
こ
れ
ま
で
は
毎
朝

テ
レ
ビ
に
出
て
い
た
の
に
、
フ
リ
ー
に

な
っ
た
ら
い
つ
の
間
に
か
出
な
く
な
っ

て
、
世
の
中
か
ら
忘
れ
ら
れ
て
し
ま
う
、

取
り
残
さ
れ
て
し
ま
う
…
。
そ
う
し
た

孤
独
感
に
対
し
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
に
寄
せ
ら
れ

た
応
援
の
言
葉
は
、
自
分
が
世
の
中
と

つ
な
が
っ
て
い
る
こ
と
を
実
感
さ
せ
て

く
れ
ま
し
た
。

『
と
く
ダ
ネ
！
』
の
時
代
は
、
報
道

機
関
と
し
て
の
責
任
も
あ
る
の
で
、
Ｓ

Ｎ
Ｓ
の
〝
闇
〟
を
伝
え
て
き
ま
し
た
が
、

入
院
し
て
み
て
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
の
〝
光
〟
の

部
分
ば
か
り
感
じ
ま
し
た
。
人
と
人
と

の
つ
な
が
り
を
感
じ
る
こ
と
で
、
頑
張

ろ
う
と
い
う
気
持
ち
に
な
れ
ま
し
た
。

エ
ネ
ル
ギ
ー
を
直
接

注
入
し
て
も
ら
う
感
じ

入
院
中
に
輸
血
を
２
回
受
け
ま
し

た
。
そ
も
そ
も
輸
血
と
い
う
の
は
、
手

術
や
大
量
出
血
な
ど
で
血
が
足
り
な
い

人
の
た
め
の
も
の
で
、
抗
が
ん
剤
治
療

を
し
て
い
る
私
の
よ
う
な
患
者
に
は
無

縁
だ
と
考
え
て
い
ま
し
た
。
し
か
し
、

抗
が
ん
剤
治
療
の
後
、
白
血
球
や
ヘ
モ

グ
ロ
ビ
ン
な
ど
の
数
値
が
下
が
っ
て
し

ま
い
、
貧
血
状
態
に
。
抗
が
ん
剤
で
血

液
の
成
分
が
痛
め
つ
け
ら
れ
て
し
ま
っ

た
ん
で
す
ね
。

そ
れ
で
輸
血
を
し
て
も
ら
っ
た
の
で

す
が
、
効
果
は
て
き
め
ん
で
し
た
。
も

の
す
ご
い
パ
ワ
ー
を
も
ら
い
ま
し
た
。

薬
や
栄
養
剤
以
上
の
効
果
で
、
エ
ネ
ル

ギ
ー
を
直
接
、
体
に
注
入
し
て
も
ら
う

感
じ
で
し
た
。

一
方
で
、
罪
悪
感
も
。
コ
ロ
ナ
禍
で

献
血
者
が
減
っ
て
い
る
中
で
、
し
か
も

私
は
R
h
マ
イ
ナ
ス
で
す
。
近
く
に
血

液
が
な
い
と
赤
十
字
が
全
国
の
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
で
手
配
し
て
く
れ
ま
す
が
、
そ

抗がん剤治療の最中は手が痺れてペンを
持つのも大変だったが、自分の率直な思
いを記録した
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れ
で
も
到
着
が
遅
れ
、
輸
血
が
予
定
の

時
間
通
り
に
始
め
ら
れ
な
か
っ
た
こ
と

も
あ
り
ま
し
た
。
そ
う
し
た
貴
重
な
血

液
を
、
血
が
足
り
て
い
な
い
わ
け
で
も

な
い
自
分
が
使
っ
て
し
ま
う
な
ん
て
…
。

同
時
に
、
献
血
し
て
く
れ
た
方
に
対
し
、

と
て
つ
も
な
い
感
謝
の
気
持
ち
を
感
じ

ま
し
た
。

輸
血
を
受
け
る
と
、
献
血
は
で
き
な

く
な
る
の
で
、
そ
れ
も
申
し
訳
な
く
思

い
ま
し
た
。
若
い
頃
か
ら
献
血
に
協
力

し
て
き
た
こ
と
が
、
せ
め
て
も
の
救
い

で
し
た
。

ま
さ
か
、
自
分
が
輸
血
を
受
け
る
こ

と
に
な
る
な
ん
て
、
少
し
も
考
え
ず
に

生
活
し
て
き
ま
し
た
。
だ
け
ど
人
間
、

い
つ
何
が
起
き
る
か
分
か
ら
な
い
。
輸

血
を
い
っ
た
ん
受
け
て
し
ま
う
と
、
恩

返
し
が
し
た
く
て
も
献
血
は
で
き
ま
せ

ん
。
そ
う
な
る
前
に
献
血
し
て
お
く
こ

と
は
、
と
て
も
大
切
な
こ
と
だ
と
思
い

ま
す
。
今
は
コ
ロ
ナ
禍
で
、
献
血
に
行

く
こ
と
も
不
安
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、

献
血
ル
ー
ム
で
は
十
分
な
対
策
が
取
ら

れ
て
い
る
そ
う
で
す
。
ぜ
ひ
、
献
血
に

協
力
し
て
ほ
し
い
な
と
思
い
ま
す
。

防
災
や
減
災
の
よ
う
に

が
ん
に
も
〝
備
え
〟
が
必
要

私
は
こ
の
間
、
東
日
本
大
震
災
の
被

災
地
の
皆
さ
ん
に
向
き
合
っ
て
き
ま
し

た
が
、
も
う
一
つ
、
自
分
の
や
る
べ
き

仕
事
が
与
え
ら
れ
た
と
感
じ
て
い
ま

す
。
現
在
、
が
ん
情
報
サ
イ
ト
「
オ
ン

コ
ロ
」
で
動
画
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
コ
ー

ナ
ー
を
担
当
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
Ｎ

Ｐ
Ｏ
キ
ャ
ン
サ
ー
ネ
ッ
ト
ジ
ャ
パ
ン
が

取
り
組
ん
で
い
る
、
が
ん
の
知
識
普
及

の
活
動
に
も
参
加
し
て
い
ま
す
。
今
回

の
本
の
出
版
も
、
そ
の
一
環
で
す
。

が
ん
っ
て
、
病
気
の
こ
と
が
何
も
分

か
ら
な
い
の
に
突
然
か
か
っ
て
、
ど
の

病
院
で
ど
の
医
師
に
、
ど
う
い
う
治
療

を
し
て
も
ら
う
の
か
、
重
要
な
こ
と
を

全
て
患
者
が
決
め
な
い
と
い
け
な
い
ん

で
す
。
災
害
に
対
し
て
防
災
や
減
災
が

あ
る
よ
う
に
、
自
分
が
が
ん
に
な
っ
た

ら
ど
う
す
る
か
、
事
前
に
い
ろ
い
ろ
と

考
え
て
、
備
え
て
お
く
こ
と
は
大
切
で

す
。
そ
う
し
た
こ
と
を
伝
え
て
い
き
た

い
で
す
ね
。

　悪性リンパ腫の診断を受けた笠井さんが、一時
は死を覚悟しながらも、SNSの力を借りて、がん
で失った引き算を足し算に変えていくまでを記
録した1冊。そこには、猛烈に働いていたアナウ
ンサーだった頃には見えない発見があった。家族
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ド
ク
タ
ー
カ
ー
事
業
の
目
的
は
、
患

者
さ
ん
が
病
院
に
到
着
す
る
前
か
ら
救

急
医
が
救
命
救
急
医
療
を
開
始
し
、
救

命
率
を
向
上
さ
せ
る
こ
と
で
す
。
従
来

か
ら
救
急
患
者
さ
ん
の
搬
送
と
救
急
救

命
士
に
よ
る
緊
急
処
置
を
担
っ
て
い

る
、
東
京
消
防
庁
と
の
協
働
運
用
と
な

り
ま
す
。

ド
ク
タ
ー
カ
ー
の
乗
務
員
は
救
急
専

門
医
１
人
、
補
助
医
師
１
人
、
ド
ラ
イ

バ
ー
１
人
の
３
人
で
す
が
、
状
況
に
よ

り
調
整
さ
れ
ま
す
。

東
京
消
防
庁
か
ら

連
絡
を
受
け
て
出
動

実
際
に
は
１
１
９
番
な
ど
で
東
京
消

防
庁
に
救
急
車
の
要
請
が
入
り
、
そ
の

情
報
か
ら
患
者
さ
ん
の
生
命
が
ひ
っ

迫
、
も
し
く
は
緊
急
性
が
高
い
と
判
断

さ
れ
た
場
合
に
限
り
、
東
京
消
防
庁
か

ら
病
院
が
連
絡
を
受
け
、
ド
ク
タ
ー

カ
ー
の
緊
急
出
動
と
な
り
ま
す
。

現
場
に
到
着
し
た
医
師
は
救
急
医
療

処
置
を
行
っ
た
う
え
で
、患
者
さ
ん
と
救

急
車
に
同
乗
し
、
必
要
な
医
療
を
行
い

な
が
ら
病
院
に
搬
送
し
ま
す
（
図
）。
な

お
、
現
場
で
医
療
行
為
を
行
っ
た
場
合

に
は
、
通
常
の
診
療
と
同
様
に
国
民
健

康
保
険
、社
会
保
険
等
が
適
用
さ
れ
、往

診
料
や
救
急
搬
送
診
察
料
（
６
０
０
０

円
程
度
）が
加
算
さ
れ
ま
す
。

市
民
の
皆
さ
ま
の

い
の
ち
を
守
る
た
め
に

急
病
に
せ
よ
不
慮
の
事
故
に
せ
よ
、

病
院
に
か
か
ら
な
い
た
め
に
は
、
普
段

か
ら
の
健
康
管
理
や
労
務
管
理
が
重
要

で
あ
る
こ
と
は
間
違
い
あ
り
ま
せ
ん
。

当
院
は
可
能
な
医
療
資
源
を
全
て
投
入

し
、
市
民
の
皆
さ
ま
に
救
急
医
療
を
提

供
す
る
こ
と
に
全
力
を
尽
く
し
ま
す
。

武蔵野赤十字病院
■ 所在地 〒 180-8610　東京都武蔵野市境南町 1-26-1
■ 連絡先 Tel 0422-32-3111（代表）
■ 休診日 土曜、日曜、祝日、5 月 1 日（赤十字創立記念日）、年末年始 
■ 病床数 611 床（一般 528 床、ICU 8 床、HCU 22 床、GICU 6 床、SCU 9 床、
 NICU 6 床、GCU 12 床、感染症 20 床）

ド
ク
タ
ー
カ
ー
の
運
用
が
始
ま
り
ま
し
た
！

JRC  MUSASHINO  HOSPITAL

武蔵野赤十字病院では、令和 2 年 10 月 1 日からドクターカー事業を開始しました。
ドクターカーとは救急現場に医師を緊急派遣する車のことをいいます。

救
命
率
の
向
上
を
目
指
し
て

救命救急センター
救命救急科 部長

原田 尚重
Naoshige Harada

ドクターカードクターカー事業に関わるスタッフたち

ドクターカーで現場に到着した医師が緊急処置等を行い、
救急車に同乗して病院まで搬送します。

救
命
救
急
セ
ン
タ
ー

救
命
救
急
医
療
を
開
始

出動時間：平日9：00～17：00／出動範囲：武蔵野市全域、小金井市全域、西東京市の一部、練馬区の一部
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患
者
さ
ん
が
退
院
し
た
際
、
病
院
と

自
宅
で
は
環
境
が
大
き
く
異
な
る
た

め
、
退
院
後
の
環
境
に
う
ま
く
馴
染
め

な
い
こ
と
も
。
す
る
と
、
自
宅
で
動
け

な
く
な
り
、
身
体
機
能
の
低
下
を
招
い

て
し
ま
い
ま
す
。

「
元
の
生
活
に
戻
り
た
い
」
の

願
い
に
応
え
る
訪
問
リ
ハ
ビ
リ

そ
の
た
め
、
訪
問
リ
ハ
ビ
リ
で
は
、

な
る
べ
く
退
院
後
の
早
期
に
訪
問
し
、

安
定
し
た
生
活
が
送
れ
る
よ
う
、
身
体

機
能
面
に
対
し
て
の
リ
ハ
ビ
リ
と
同
時

に
家
屋
環
境
調
整
、
介
助
指
導
な
ど
も

行
い
ま
す
。「
外
出
で
き
る
よ
う
に
な

り
た
い
」「
家
事
が
で
き
る
よ
う
に
な

り
た
い
」
な
ど
、
ご
本
人
・
ご
家
族
が

希
望
す
る
生
活
や
活
動
が
可
能
と
な
る

よ
う
支
援
し
て
い
ま
す
。

ス
タ
ッ
フ
は
訪
問
専
従
の
理
学
療
法

士
２
人
、
病
院
と
訪
問
を
兼
務
す
る
理

学
療
法
士
２
人
、
作
業
療
法
士
１
人
の

５
人
体
制
で
す
。
互
い
に
連
携
し
な
が

ら
、
入
院
中
か
ら
退
院
後
に
訪
問
リ
ハ

ビ
リ
利
用
予
定
の
方
の
状
態
を
把
握

し
、
円
滑
に
サ
ー
ビ
を
提
供
で
き
る
体

制
を
整
え
て
い
ま
す
。

病
院
併
設
と
し
て
の

「
強
み
」
を
生
か
し
て

大
森
赤
十
字
訪
問
看
護
ス
テ
ー
シ
ョ

ン
は
開
設
１
年
目
。
経
験
の
浅
い
ス

テ
ー
シ
ョ
ン
で
す
が
、
病
院
の
認
定
看

護
師
な
ど
リ
ソ
ー
ス
ナ
ー
ス
※
２
か
ら
最

新
の
看
護
の
知
識
や
技
術
の
情
報
を
得

て
、
訪
問
看
護
師
と
し
て
成
長
し
て
い

る
こ
と
を
実
感
し
て
い
ま
す
。

当
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
で
は
、
訪
問
先
か

ら
利
用
者
さ
ん
の
状
態
変
化
を
病
院
の

医
師
に
報
告
し
、
す
ぐ
に
指
示
を
受
け

る
こ
と
で
重
症
化
や
再
入
院
を
防
い
で

お
り
、
病
院
併
設
の
訪
問
看
護
ス
テ
ー

シ
ョ
ン
と
し
て
の
「
強
み
」
を
生
か
し

て
い
ま
す
。

ま
た
、
大
森
赤
十
字
病
院
の
理
学
療

法
士
２
人
が
兼
務
。
毎
月
の
会
議
で
、

リ
ハ
ビ
リ
を
し
て
い
る
利
用
者
さ
ん
の

情
報
を
共
有
し
、
状
態
変
化
を
連
絡
し

合
う
な
ど
、
よ
り
良
い
訪
問
看
護
に
つ

な
げ
る
よ
う
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

大森赤十字病院
■ 所在地　〒 143-8527　東京都大田区中央 4-30-1
■ 連絡先　Tel 03-3775-3111（代表）
■ 休診日　土曜、日曜、祝日、年末年始（急患は随時）
■ 病床数　344 床（一般 326 床、ICU・CCU 6 床、HCU 12 床）

大森赤十字病院では訪問リハビリを2018年から開始しています。そして、訪問看護ステーション※1が
2020年1月1日、病院敷地内の別館に開設されました。大森赤十字病院を退院した患者さんを中心に、
赤十字の理念である人道にもとづき訪問リハビリと看護を行っています。

JRC OMORI HOSPITAL

大
森
日
赤
の
訪
問
リ
ハ
ビ
リ 

＆ 

看
護

退
院
後
の
生
活
を
支
え
る
た
め
に

大森赤十字病院
訪問リハビリテーション

理学療法士

設樂 直矢
Naoya Shitara

大森赤十字
訪問看護ステーション

管理者

寺野 とも子
Tomoko Terano

訪問リハビリ・看護のスタッフたち訪問看護の相談はいつでもどうぞ！

※
1
：	

訪
問
看
護
を
行
う
看
護
師
な
ど
が
所
属
し
て

い
る
事
業
所

※
2
：	

専
門
性
の
高
い
看
護
の
技
術
、
知
識
を
持
つ

看
護
師
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ド
ク
タ
ー
カ
ー
事
業
の
目
的
は
、
患

者
さ
ん
が
病
院
に
到
着
す
る
前
か
ら
救

急
医
が
救
命
救
急
医
療
を
開
始
し
、
救

命
率
を
向
上
さ
せ
る
こ
と
で
す
。
従
来

か
ら
救
急
患
者
さ
ん
の
搬
送
と
救
急
救

命
士
に
よ
る
緊
急
処
置
を
担
っ
て
い

る
、
東
京
消
防
庁
と
の
協
働
運
用
と
な

り
ま
す
。

ド
ク
タ
ー
カ
ー
の
乗
務
員
は
救
急
専

門
医
１
人
、
補
助
医
師
１
人
、
ド
ラ
イ

バ
ー
１
人
の
３
人
で
す
が
、
状
況
に
よ

り
調
整
さ
れ
ま
す
。

東
京
消
防
庁
か
ら

連
絡
を
受
け
て
出
動

実
際
に
は
１
１
９
番
な
ど
で
東
京
消

防
庁
に
救
急
車
の
要
請
が
入
り
、
そ
の

情
報
か
ら
患
者
さ
ん
の
生
命
が
ひ
っ

迫
、
も
し
く
は
緊
急
性
が
高
い
と
判
断

さ
れ
た
場
合
に
限
り
、
東
京
消
防
庁
か

ら
病
院
が
連
絡
を
受
け
、
ド
ク
タ
ー

カ
ー
の
緊
急
出
動
と
な
り
ま
す
。

現
場
に
到
着
し
た
医
師
は
救
急
医
療

処
置
を
行
っ
た
う
え
で
、患
者
さ
ん
と
救

急
車
に
同
乗
し
、
必
要
な
医
療
を
行
い

な
が
ら
病
院
に
搬
送
し
ま
す
（
図
）。
な

お
、
現
場
で
医
療
行
為
を
行
っ
た
場
合

に
は
、
通
常
の
診
療
と
同
様
に
国
民
健

康
保
険
、社
会
保
険
等
が
適
用
さ
れ
、往

診
料
や
救
急
搬
送
診
察
料
（
６
０
０
０

円
程
度
）が
加
算
さ
れ
ま
す
。

市
民
の
皆
さ
ま
の

い
の
ち
を
守
る
た
め
に

急
病
に
せ
よ
不
慮
の
事
故
に
せ
よ
、

病
院
に
か
か
ら
な
い
た
め
に
は
、
普
段

か
ら
の
健
康
管
理
や
労
務
管
理
が
重
要

で
あ
る
こ
と
は
間
違
い
あ
り
ま
せ
ん
。

当
院
は
可
能
な
医
療
資
源
を
全
て
投
入

し
、
市
民
の
皆
さ
ま
に
救
急
医
療
を
提

供
す
る
こ
と
に
全
力
を
尽
く
し
ま
す
。

武蔵野赤十字病院
■ 所在地 〒 180-8610　東京都武蔵野市境南町 1-26-1
■ 連絡先 Tel 0422-32-3111（代表）
■ 休診日 土曜、日曜、祝日、5 月 1 日（赤十字創立記念日）、年末年始 
■ 病床数 611 床（一般 528 床、ICU 8 床、HCU 22 床、GICU 6 床、SCU 9 床、
 NICU 6 床、GCU 12 床、感染症 20 床）

ド
ク
タ
ー
カ
ー
の
運
用
が
始
ま
り
ま
し
た
！

JRC  MUSASHINO  HOSPITAL

武蔵野赤十字病院では、令和 2 年 10 月 1 日からドクターカー事業を開始しました。
ドクターカーとは救急現場に医師を緊急派遣する車のことをいいます。

救
命
率
の
向
上
を
目
指
し
て

救命救急センター
救命救急科 部長

原田 尚重
Naoshige Harada

ドクターカードクターカー事業に関わるスタッフたち

ドクターカーで現場に到着した医師が緊急処置等を行い、
救急車に同乗して病院まで搬送します。

救
命
救
急
セ
ン
タ
ー

救
命
救
急
医
療
を
開
始

出動時間：平日9：00～17：00／出動範囲：武蔵野市全域、小金井市全域、西東京市の一部、練馬区の一部
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患
者
さ
ん
が
退
院
し
た
際
、
病
院
と

自
宅
で
は
環
境
が
大
き
く
異
な
る
た

め
、
退
院
後
の
環
境
に
う
ま
く
馴
染
め

な
い
こ
と
も
。
す
る
と
、
自
宅
で
動
け

な
く
な
り
、
身
体
機
能
の
低
下
を
招
い

て
し
ま
い
ま
す
。

「
元
の
生
活
に
戻
り
た
い
」
の

願
い
に
応
え
る
訪
問
リ
ハ
ビ
リ

そ
の
た
め
、
訪
問
リ
ハ
ビ
リ
で
は
、

な
る
べ
く
退
院
後
の
早
期
に
訪
問
し
、

安
定
し
た
生
活
が
送
れ
る
よ
う
、
身
体

機
能
面
に
対
し
て
の
リ
ハ
ビ
リ
と
同
時

に
家
屋
環
境
調
整
、
介
助
指
導
な
ど
も

行
い
ま
す
。「
外
出
で
き
る
よ
う
に
な

り
た
い
」「
家
事
が
で
き
る
よ
う
に
な

り
た
い
」
な
ど
、
ご
本
人
・
ご
家
族
が

希
望
す
る
生
活
や
活
動
が
可
能
と
な
る

よ
う
支
援
し
て
い
ま
す
。

ス
タ
ッ
フ
は
訪
問
専
従
の
理
学
療
法

士
２
人
、
病
院
と
訪
問
を
兼
務
す
る
理

学
療
法
士
２
人
、
作
業
療
法
士
１
人
の

５
人
体
制
で
す
。
互
い
に
連
携
し
な
が

ら
、
入
院
中
か
ら
退
院
後
に
訪
問
リ
ハ

ビ
リ
利
用
予
定
の
方
の
状
態
を
把
握

し
、
円
滑
に
サ
ー
ビ
を
提
供
で
き
る
体

制
を
整
え
て
い
ま
す
。

病
院
併
設
と
し
て
の

「
強
み
」
を
生
か
し
て

大
森
赤
十
字
訪
問
看
護
ス
テ
ー
シ
ョ

ン
は
開
設
１
年
目
。
経
験
の
浅
い
ス

テ
ー
シ
ョ
ン
で
す
が
、
病
院
の
認
定
看

護
師
な
ど
リ
ソ
ー
ス
ナ
ー
ス
※
２
か
ら
最

新
の
看
護
の
知
識
や
技
術
の
情
報
を
得

て
、
訪
問
看
護
師
と
し
て
成
長
し
て
い

る
こ
と
を
実
感
し
て
い
ま
す
。

当
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
で
は
、
訪
問
先
か

ら
利
用
者
さ
ん
の
状
態
変
化
を
病
院
の

医
師
に
報
告
し
、
す
ぐ
に
指
示
を
受
け

る
こ
と
で
重
症
化
や
再
入
院
を
防
い
で

お
り
、
病
院
併
設
の
訪
問
看
護
ス
テ
ー

シ
ョ
ン
と
し
て
の
「
強
み
」
を
生
か
し

て
い
ま
す
。

ま
た
、
大
森
赤
十
字
病
院
の
理
学
療

法
士
２
人
が
兼
務
。
毎
月
の
会
議
で
、

リ
ハ
ビ
リ
を
し
て
い
る
利
用
者
さ
ん
の

情
報
を
共
有
し
、
状
態
変
化
を
連
絡
し

合
う
な
ど
、
よ
り
良
い
訪
問
看
護
に
つ

な
げ
る
よ
う
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

大森赤十字病院
■ 所在地　〒 143-8527　東京都大田区中央 4-30-1
■ 連絡先　Tel 03-3775-3111（代表）
■ 休診日　土曜、日曜、祝日、年末年始（急患は随時）
■ 病床数　344 床（一般 326 床、ICU・CCU 6 床、HCU 12 床）

大森赤十字病院では訪問リハビリを2018年から開始しています。そして、訪問看護ステーション※1が
2020年1月1日、病院敷地内の別館に開設されました。大森赤十字病院を退院した患者さんを中心に、
赤十字の理念である人道にもとづき訪問リハビリと看護を行っています。

JRC OMORI HOSPITAL

大
森
日
赤
の
訪
問
リ
ハ
ビ
リ 

＆ 

看
護

退
院
後
の
生
活
を
支
え
る
た
め
に

大森赤十字病院
訪問リハビリテーション

理学療法士

設樂 直矢
Naoya Shitara

大森赤十字
訪問看護ステーション

管理者

寺野 とも子
Tomoko Terano

訪問リハビリ・看護のスタッフたち訪問看護の相談はいつでもどうぞ！

※
1
：	

訪
問
看
護
を
行
う
看
護
師
な
ど
が
所
属
し
て

い
る
事
業
所

※
2
：	

専
門
性
の
高
い
看
護
の
技
術
、
知
識
を
持
つ

看
護
師
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聞
こ
え
の
状
態
を
確
認
す
る
た
め
に

赤
ち
ゃ
ん
に
対
し
て
行
う
耳
の
検
査
の

こ
と
を
新
生
児
聴
覚
ス
ク
リ
ー
ニ
ン
グ

と
言
い
ま
す
。
聴
覚
障
害
は
、
以
前
は

２
歳
を
過
ぎ
て
か
ら
言
葉
の
発
達
の
遅

れ
に
よ
っ
て
発
見
さ
れ
る
こ
と
が
ほ
と

ん
ど
で
し
た
が
、
早
期
診
断
に
よ
り
赤

ち
ゃ
ん
と
そ
の
ご
家
族
に
適
切
な
治
療

や
支
援
を
す
る
こ
と
で
、
言
葉
の
発
達

や
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
形
成
を
助

け
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し

た
。

検
査
方
法
は
２
つ

新
生
児
聴
覚
ス
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
に
は

現
在
、自
動
Ａ
Ｂ
Ｒ（
自
動
聴
性
脳
幹
反

応
）と
Ｏ
Ａ
Ｅ（
耳
音
響
放
射
）※
２
の
2

つ
の
方
法
が
あ
り
ま
す
。
当
院
で
は
、

２
０
１
９
年
５
月
か
ら
全
例
に
自
動
Ａ

Ｂ
Ｒ
を
採
用
し
て
お
り
、
検
査
数
は
年

間
１
５
０
０
件
を
超
え
ま
す
。

自
動
Ａ
Ｂ
Ｒ
の
検
査
で
は
、
赤
ち
ゃ

ん
が
ぐ
っ
す
り
寝
て
い
る
間
に
さ
さ
や

き
声
程
度
の
音
を
イ
ヤ
ホ
ン
か
ら
流
し
、

そ
の
と
き
の
神
経
の
反
応
を
自
動
判
定

し
ま
す
。
検
査
に
は
採
血
の
よ
う
な
痛

み
は
な
く
、赤
ち
ゃ
ん
へ
の
負
担
は
あ
り

ま
せ
ん
。
当
院
以
外
で
お
生
ま
れ
に
な

っ
た
お
子
さ
ん
で
も
小
児
科
外
来
で
検

査
す
る
こ
と
が
可
能
で
す
の
で
、
お
気

軽
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

も
し
「
要
再
検
査
」
で
も

ス
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
の
結
果
が
「
正
常
」

で
あ
れ
ば
、
先
天
性
の
難
聴
は
否
定
さ

れ
た
と
考
え
ら
れ
ま
す
。し
か
し
、生
後

に
起
こ
る
中
耳
炎
や
お
た
ふ
く
か
ぜ
に

よ
る
難
聴
、進
行
性
難
聴
は
発
見
・
予
測

で
き
な
い
た
め
、
そ
の
後
も
注
意
が
必

要
で
す
。結
果
が
「
要
再
検
査
」
の
場
合

で
も
、
精
密
検
査
が
必
要
と
い
う
こ
と

で
あ
り
、
た
だ
ち
に
聴
覚
障
害
を
意
味

す
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

ス
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
は
多
く
の
赤
ち
ゃ

ん
を
効
率
的
に
検
査
す
る
た
め
の
方
法

で
あ
り
、
当
院
で「
要
再
検
査
」と
判
定

さ
れ
た
場
合
は
、
小
児
科
医
師
が
迅
速

に
専
門
病
院
を
紹
介
し
ま
す
。
赤
ち
ゃ

ん
の
健
や
か
な
言
葉
の
発
達
の
た
め
に
、

当
院
検
査
室
も
ご
家
族
に
寄
り
添
い
全

力
で
サ
ポ
ー
ト
し
て
ま
い
り
ま
す
。

葛飾赤十字産院
■ 所在地　〒 124-0012　東京都葛飾区立石 5-11-12
■ 連絡先　Tel 03-3693-5211（代表）
■ 休診日　日曜、祝日、年末年始 
■ 病床数　113 床（産婦人科 68 床、NICU・GCU 等 45 床） 

新
生
児
聴
覚
ス
ク
リ
ー
ニ
ン
グ

赤
ち
ゃ
ん
の「
聞
こ
え
」を
早
期
に
確
認

生まれつき、聴覚に何らかの障害を持つ赤ちゃんは1000人に1人から2人と言われています。近年、優れた
スクリーニング※1方法が開発され、早期に聴覚障害の診断を行うことが可能になりました。

JRC KATSUSHIKA MATERNITY HOSPITAL

赤ちゃんに痛みなどはありません。寝ている間に検査
終了！

コンパクトな検査機器を持って、臨床検査技師が病棟
や外来に出向きます

医療技術部・検査技術課
臨床検査技師

坂上 桃子
Momoko Sakagami

※
１
：	

疾
患
の
罹
患
者
や
発
症
が
予
測
さ
れ
る
患
者

を
検
出
す
る
た
め
の
検
査

※
２
：	

音
に
反
応
し
て
内
耳
か
ら
返
っ
て
き
た
反
響

音
を
検
出
す
る
方
法

p18-20-byosanin修正.indd   20 2020/12/15   14:12

WEL
FAR

E

FAC
ILI

TY

NEW
S

NISSEKI TOKYO21

2021  Winter  Vol.28

赤十字子供の家では、当施設で過ごす 3 歳児の子ども
たちを対象に、幼稚園の慣らし保育として園内保育

を行っています。
基本的生活習慣を身に付け、製作、リトミック、体操、

お菓子づくり、そして季節の行事を楽しみながら活動して
います。

10月は行事が盛りだくさん！

10 月は、キウイ畑に行ったり、運動会やハロウィンパー
ティー等、行事が盛りだくさんでした。ハロウィンパー
ティーでは、子どもたちが自分でつくったマントとかばん
を持って園内を回り、大きな声で「トリック・オア・トリー
ト！」。スタンプを貯めて達成感を得て、もらったお菓子を
うれしそうに食べていました。

4 月に新しいメンバーでスタートした園内保育も、半年
が過ぎました。子どもたちの成長を感じる日々です。引き
続き、子どもたちと楽しく過ごしていきたいと思います。武蔵野赤十字保育園では 10 月、3 ～ 5 歳の子どもたち

の運動会を行いました。新型コロナウイルス感染症
対策として保護者の人数制限をして、年齢別に時間を区切り
ながら、密にならないように実施しました。

3 歳の子どもたちは、平均台を渡って品物を取りに行く
“ はじめてのおつかい ” を、4 歳の子どもたちは、高く積み上
げられたマットによじ登り、帽子を取ってくる “ 海賊になる
ための旅 ” に挑戦。保育園での最後の運動会になる 5 歳の子
どもたちは、自分たちでつくったかっこいい衣装に着替え、
力強く元気なソーラン節を踊りました。

クラス対抗リレーは大接戦！

5 歳のクラス対抗リレーは大接戦！ 勝ったクラスの子ど
もたちは大いに喜び、負けたクラスの子どもたちは悔し泣
き。運動会に向けて、たくさん練習して、作戦を練っていた
からこその成長した姿が、かっこよかったよ。どのクラスの
子どもたちも、お友達の競技を一生懸命応援していて、子ど
もたちの成長と温かさを感じた運動会でした。

これからも感染症対策を徹底し、できることを工夫しなが
ら、子どもたちの伸びやかな成長を見守っていきたいです。

幼稚園生活に向けて
3歳児たちの園内保育

感染症対策をしながら
楽しく運動会！

目指せ海賊！
（4歳児クラス）

お揃いの衣装で
ソーラン節♪
（5歳児クラス）

トリック・オア・
トリート！

赤十字子供の家武蔵野赤十字保育園

自分たちで
マントを手づくり

赤十字子供の家とは…	児童福祉法（第27条）に基づき、施設での保護養育
が必要として東京都児童相談所から措置された子
どもたちを預かる児童養護施設です。
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聞
こ
え
の
状
態
を
確
認
す
る
た
め
に

赤
ち
ゃ
ん
に
対
し
て
行
う
耳
の
検
査
の

こ
と
を
新
生
児
聴
覚
ス
ク
リ
ー
ニ
ン
グ

と
言
い
ま
す
。
聴
覚
障
害
は
、
以
前
は

２
歳
を
過
ぎ
て
か
ら
言
葉
の
発
達
の
遅

れ
に
よ
っ
て
発
見
さ
れ
る
こ
と
が
ほ
と

ん
ど
で
し
た
が
、
早
期
診
断
に
よ
り
赤

ち
ゃ
ん
と
そ
の
ご
家
族
に
適
切
な
治
療

や
支
援
を
す
る
こ
と
で
、
言
葉
の
発
達

や
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
形
成
を
助

け
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し

た
。

検
査
方
法
は
２
つ

新
生
児
聴
覚
ス
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
に
は

現
在
、自
動
Ａ
Ｂ
Ｒ（
自
動
聴
性
脳
幹
反

応
）と
Ｏ
Ａ
Ｅ（
耳
音
響
放
射
）＊
２
の
2

つ
の
方
法
が
あ
り
ま
す
。
当
院
で
は
、

２
０
１
９
年
５
月
か
ら
全
例
に
自
動
Ａ

Ｂ
Ｒ
を
採
用
し
て
お
り
、
検
査
数
は
年

間
１
５
０
０
件
を
超
え
ま
す
。

自
動
Ａ
Ｂ
Ｒ
の
検
査
で
は
、
赤
ち
ゃ

ん
が
ぐ
っ
す
り
寝
て
い
る
間
に
さ
さ
や

き
声
程
度
の
音
を
イ
ヤ
ホ
ン
か
ら
流
し
、

そ
の
と
き
の
神
経
の
反
応
を
自
動
判
定

し
ま
す
。
検
査
に
は
採
血
の
よ
う
な
痛

み
は
な
く
、赤
ち
ゃ
ん
へ
の
負
担
は
あ
り

ま
せ
ん
。
当
院
以
外
で
お
生
ま
れ
に
な

っ
た
お
子
さ
ん
で
も
小
児
科
外
来
で
検

査
す
る
こ
と
が
可
能
で
す
の
で
、
お
気

軽
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

も
し
「
要
再
検
査
」
で
も

ス
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
の
結
果
が
「
正
常
」

で
あ
れ
ば
、
先
天
性
の
難
聴
は
否
定
さ

れ
た
と
考
え
ら
れ
ま
す
。し
か
し
、生
後

に
起
こ
る
中
耳
炎
や
お
た
ふ
く
か
ぜ
に

よ
る
難
聴
、進
行
性
難
聴
は
発
見
・
予
測

で
き
な
い
た
め
、
そ
の
後
も
注
意
が
必

要
で
す
。結
果
が
「
要
再
検
査
」
の
場
合

で
も
、
精
密
検
査
が
必
要
と
い
う
こ
と

で
あ
り
、
た
だ
ち
に
聴
覚
障
害
を
意
味

す
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

ス
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
は
多
く
の
赤
ち
ゃ

ん
を
効
率
的
に
検
査
す
る
た
め
の
方
法

で
あ
り
、
当
院
で「
要
再
検
査
」と
判
定

さ
れ
た
場
合
は
、
小
児
科
医
師
が
迅
速

に
専
門
病
院
を
紹
介
し
ま
す
。
赤
ち
ゃ

ん
の
健
や
か
な
言
葉
の
発
達
の
た
め
に
、

当
院
検
査
室
も
ご
家
族
に
寄
り
添
い
全

力
で
サ
ポ
ー
ト
し
て
ま
い
り
ま
す
。

葛飾赤十字産院
■ 所在地　〒 124-0012　東京都葛飾区立石 5-11-12
■ 連絡先　Tel 03-3693-5211（代表）
■ 休診日　日曜、祝日、年末年始 
■ 病床数　113 床（産婦人科 68 床、NICU・GCU 等 45 床） 

新
生
児
聴
覚
ス
ク
リ
ー
ニ
ン
グ

赤
ち
ゃ
ん
の「
聞
こ
え
」を
早
期
に
確
認

生まれつき、聴覚に何らかの障害を持つ赤ちゃんは1000人に1人から2人と言われています。近年、優れた
スクリーニング＊1方法が開発され、早期に聴覚障害の診断を行うことが可能になりました。

JRC KATSUSHIKA MATERNITY HOSPITAL

赤ちゃんに痛みなどはありません。寝ている間に検査
終了！

コンパクトな検査機器を持って、臨床検査技師が病棟
や外来に出向きます

医療技術部・検査技術課
臨床検査技師

坂上桃子
Momoko Sakagami

＊
１
：	

疾
患
の
罹
患
者
や
発
症
が
予
測
さ
れ
る
患
者

を
検
出
す
る
た
め
の
検
査

＊
２
：	

音
に
反
応
し
て
内
耳
か
ら
返
っ
て
き
た
反
響

音
を
検
出
す
る
方
法
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赤十字子供の家では、当施設で過ごす 3 歳児の子ども
たちを対象に、幼稚園の慣らし保育として園内保育

を行っています。
基本的生活習慣を身に付け、製作、リトミック、体操、

お菓子づくり、そして季節の行事を楽しみながら活動して
います。

10月は行事が盛りだくさん！

10 月は、キウイ畑に行ったり、運動会やハロウィンパー
ティー等、行事が盛りだくさんでした。ハロウィンパー
ティーでは、子どもたちが自分でつくったマントとかばん
を持って園内を回り、大きな声で「トリック・オア・トリー
ト！」。スタンプを貯めて達成感を得て、もらったお菓子を
うれしそうに食べていました。

4 月に新しいメンバーでスタートした園内保育も、半年
が過ぎました。子どもたちの成長を感じる日々です。引き
続き、子どもたちと楽しく過ごしていきたいと思います。武蔵野赤十字保育園では 10 月、3 ～ 5 歳の子どもたち

の運動会を行いました。新型コロナウイルス感染症
対策として保護者の人数制限をして、年齢別に時間を区切り
ながら、密にならないように実施しました。

3 歳の子どもたちは、平均台を渡って品物を取りに行く
“ はじめてのおつかい ” を、4 歳の子どもたちは、高く積み上
げられたマットによじ登り、帽子を取ってくる “ 海賊になる
ための旅 ” に挑戦。保育園での最後の運動会になる 5 歳の子
どもたちは、自分たちでつくったかっこいい衣装に着替え、
力強く元気なソーラン節を踊りました。

クラス対抗リレーは大接戦！

5 歳のクラス対抗リレーは大接戦！ 勝ったクラスの子ど
もたちは大いに喜び、負けたクラスの子どもたちは悔し泣
き。運動会に向けて、たくさん練習して、作戦を練っていた
からこその成長した姿が、かっこよかったよ。どのクラスの
子どもたちも、お友達の競技を一生懸命応援していて、子ど
もたちの成長と温かさを感じた運動会でした。

これからも感染症対策を徹底し、できることを工夫しなが
ら、子どもたちの伸びやかな成長を見守っていきたいです。

幼稚園生活に向けて
3歳児たちの園内保育

感染症対策をしながら
楽しく運動会！

目指せ海賊！
（4歳児クラス）

お揃いの衣装で
ソーラン節♪
（5歳児クラス）

トリック・オア・
トリート！

赤十字子供の家武蔵野赤十字保育園

自分たちで
マントを手づくり

赤十字子供の家とは…	児童福祉法（第27条）に基づき、施設での保護養育
が必要として東京都児童相談所から措置された子
どもたちを預かる児童養護施設です。
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偏見のない世界をつくるために
～世界のユースが考えるコロナ差別～

イ
ン
ド
、
ネ
パ
ー
ル
、
ベ
ト
ナ
ム
な
ど
ア
ジ

ア
大
洋
州
17
の
赤
十
字
・
赤
新
月
社
の

ユ
ー
ス
と
、日
本
全
国
41
都
道
府
県
支
部
の
高
校

生
の
青
少
年
赤
十
字
メ
ン
バ
ー
お
よ
そ
３
０
０

人
が
11
月
15
日
、
オ
ン
ラ
イ
ン
で
交
流
会
を
行

い
ま
し
た
。
本
来
で
あ
れ
ば
海
外
か
ら
メ
ン
バ

ー
を
招
き
、
宿
泊
型
研
修
を
通
じ
て
深
い
議
論

を
行
う
予
定
で
し
た
が
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
の
影
響
に
よ
り
、
開
催
を
w
e
b
に

切
り
替
え
て
の
実
施
と
な
り
ま
し
た
。

午
前
中
に
は
、
参
加
国
、
地
域
そ
れ
ぞ
れ
の
ふ

る
さ
と
〝
１
品
〟
文
化
紹
介
や
、
各
国
の
青
少
年

赤
十
字
か
ら
活
動
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。
プ
レ

ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
は
、赤
十
字
の
語
学
奉
仕
団
の

協
力
を
得
な
が
ら
全
て
英
語
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

午
後
の
部
で
は
、「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
と
向
き
合
う
」を
テ
ー
マ
に
、
新
型
コ
ロ
ナ

を
取
り
巻
く
国
ご
と
の
現
状
を
共
有
し
合
い
ま

し
た
。ま
た
、
日
本
赤
十
字
社
が
作
成
し
た
ガ
イ

ド「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
3
つ
の
顔
を
知
ろ

う
！  

～
負
の
ス
パ
イ
ラ
ル
を
断
ち
切
る
た
め

に
～
」の
要
素
を
取
り
入
れ
な
が
ら
、
ニ
ュ
ー
ヨ

ー
ク
で
活
動
し
た
医
師
の
体
験
談
を
聞
い
た
う

え
で
、「
偏
見
の
な
い
世
界
」
を
つ
く
る
た
め
に

自
分
た
ち
は
何
が
で
き
る
か
議
論
を
し
ま
し
た
。

辛
い
人
を
孤
独
に
し
な
い

東
京
都
支
部
か
ら
は
７
人
が
参
加
。メ
ン
バ
ー

内
で
議
論
を
重
ね
、偏
見
の
な
い
世
界
を
つ
く
っ

て
い
く
た
め
に
は
、「
怖
さ
と
勇
気
を
バ
ラ
ン
ス

よ
く
持
つ
こ
と
」「
感
染
者
な
ど
辛
い
環
境
に
い

る
人
を
孤
独
に
し
な
い
こ
と
。
励
ま
す
た
め
に
、

オ
ン
ラ
イ
ン
な
ど
で
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を

も
つ
こ
と
」「
自
分
た
ち
の
で
き
る
こ
と
を
で
き

る
範
囲
の
中
で
実
行
す
る
こ
と
」が
重
要
で
あ
る

と
訴
え
ま
し
た
。

藤岡 紗代 さん

国の状況によっても対策が違う。
格差を埋めるとは言わずとも減ら
していく必要がある。そのために

も、こうした国際交流は大切だと感じた。偏見が
生まれるのは、浅はかな知識や情報が回ってし
まっているから。正しい情報かどうか、受け取る
側は判断できない。医療従事者に判断を仰いだ
りしなければならないと感じた。
自分の周りには感染者がいないので、差別は
起きていないが、出た時こその対応が重要で、感
染者を孤独にしないことが大切だと思う。

中島 杏香 さん

ニュージーランドに留学したと
ころだったが、新型コロナにより帰
国することに。他国との交流を通し

て、日本はネガティブ思考だと感じた。海外で
は医療従事者に向けて拍手したり、ポジティブ
な考え方が多くて素敵。一方で警察がマスクの
規制をする国があったのは気になった。規制し
すぎるとストレスが溜まってしまうので、ちょ
うどいいバランスが必要だと思う。
交流会に参加して、自分も英語で積極的にコ
ミュニケーションをとっていきたいと思った。

より詳しい「新型コロナウイ
ルスの3つの顔を知ろう！～
負のスパイラルを断ち切るた
めに～」のガイドはこちら Web上に集まった各国青少年赤十字メンバーたち東京都支部の参加メンバーのようす

参加者の声
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偏見のない世界をつくるために
～世界のユースが考えるコロナ差別～

イ
ン
ド
、
ネ
パ
ー
ル
、
ベ
ト
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ム
な
ど
ア
ジ

ア
大
洋
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十
字
・
赤
新
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社
の

ユ
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本
全
国
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都
道
府
県
支
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高
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青
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年
赤
十
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メ
ン
バ
ー
お
よ
そ
３
０
０
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催
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Ｗ
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b
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切
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施
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り
ま
し
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。
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介
や
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十
字
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告
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し
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レ
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ー
シ
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奉
仕
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。
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取
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ロ
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ウ
イ
ル
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取
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ニ
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ヨ
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。
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独
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世
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独
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ョ
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範
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え
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赤十字
Supporters

も
成
長
で
き
た
よ
う
に
感
じ
て
い
ま
す
」

と
語
り
ま
す
。

今
は
コ
ロ
ナ
禍
の
た
め
、
令
和
２
年
度

の
協
議
会
の
活
動
も
オ
ン
ラ
イ
ン
上
に
限

ら
れ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
そ
れ
で
も
、
７

月
に
開
催
し
た
協
議
会
に
は
都
内
の
中
高

生
35
人
が
参
加
。
家
に
あ
る
未
使
用
マ
ス

ク
な
ど
を
集
め
て
保
育
施
設
等
に
寄
付
す

る「
マ
ス
ク
寄
付
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」や
、
３

密
を
避
け
な
が
ら
取
り
組
ん
で
い
る
清
掃

活
動
、
絵
本
点
訳
な
ど
、
各
学
校
の
取
り

組
み
を
報
告
し
合
い
ま
し
た
。

９
月
の
協
議
会
は
献
血
が
テ
ー
マ
で
し

た
。
木
本
さ
ん
は
実
際
に
自
分
が
献
血
し

た
時
の
経
験
を
紹
介
。
コ
ロ
ナ
禍
で
献
血

者
数
が
減
っ
て
し
ま
っ
て
い
る
現
状
な
ど

も
伝
え
ま
し
た
。「
み
ん
な
16
歳
か
ら
献

血
で
き
る
こ
と
を
知
ら
な
く
て
、
説
明
し

た
ら
『
自
分
も
行
き
た
い
』
と
言
っ
て
く

れ
て
、
と
て
も
う
れ
し
か
っ
た
で
す
」。

協
議
会
で
は
献
血
者
を
増
や
す
た
め
の

ア
イ
デ
ア
も
話
し
合
い
、「
著
名
な
ス
ポ
ー

ツ
選
手
に
広
告
塔
に
な
っ
て
も
ら
う
な
ど

の
意
見
も
あ
り
ま
し
た
」
と
渡
邉
さ
ん
。

３
年
生
は
ま
も
な
く
高
校
卒
業
で
す

が
、「
赤
十
字
の
活
動
は
続
け
た
い
。活
動

範
囲
を
今
よ
り
広
げ
て
、
国
際
交
流
活
動

な
ど
に
も
参
加
し
て
み
た
い
」（
渡
邉
さ

ん
）
と
今
後
の
目
標
に
つ
い
て
話
し
て
く

れ
ま
し
た
。

子
ど
も
た
ち
が
赤
十
字
の
精
神
を

学
び
、
実
践
し
て
い
る
青
少
年
赤

十
字（
Ｊ
R
Ｃ
）。３
人
は
、
各
中
学
・
高

校
の
Ｊ
R
Ｃ
で
つ
く
る
メ
ン
バ
ー
連
絡

協
議
会（
以
下
、
協
議
会
）の
役
員
を
務
め

て
い
ま
す
。

参
加
し
た
き
っ
か
け
に
つ
い
て
会
長
の

木
本
さ
ん
は
、「
人
の
役
に
立
ち
た
い
け

れ
ど
、
何
を
し
て
い
い
か
分
か
ら
な
か
っ

た
中
で
、
高
校
に
入
学
し
て
Ｊ
R
Ｃ
同
好

会
を
知
り
、
こ
れ
だ
！
と
思
い
ま
し
た
」

と
話
し
ま
す
。

１
年
生
の
藤
岡
さ
ん
は
、
中
学
生
の
頃

か
ら
Ｊ
R
Ｃ
に
参
加
し
て
い
ま
す
。手
話

に
関
心
が
あ
っ
た
の
が
き
っ
か
け
で
す

が
、
中
学
１
年
の
夏
休
み
に
献
血
ル
ー
ム

の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
行
っ
て
か
ら
は
、
献

血
ル
ー
ム
で
の
活
動
も
続
け
て
く
れ
て
い

ま
す
。

協
議
会
に
は
、
学
校
や
学
年
の
違
う
生

徒
た
ち
が
集
ま
り
ま
す
。
そ
の
魅
力
に
つ

い
て
、
木
本
さ
ん
は
「
自
分
と
違
う
意
見

を
聞
く
こ
と
は
と
て
も
刺
激
に
な
る
し
、

Ｊ
R
Ｃ
に
参
加
し
た
こ
と
で
、
人
と
し
て

Ｊ
Ｒ
Ｃ
の
活
動
を
通
し
て

自
分
が
大
き
く
成
長
で
き
た

青
少
年
赤
十
字（
Ｊ
Ｒ
Ｃ
）メ
ン
バ
ー
連
絡
協
議
会

協議会ではデ
ィスカッショ

ンに熱が入り
ました（令和

元年度の活動
から）

青少年赤十字（JRC）メンバー連絡協議会役員の3人

右から木本有香会長（十文字高等学校３年）、
渡邉はるか副会長（下北沢成徳高等学校３
年）、藤岡紗代副会長（山脇学園高等学校１年）
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WEBフォームまたはハガキでご応募ください。抽選でプレゼント
が当たります！ 締切は2021年2月28日必着。当選者の発表はプレ
ゼントの発送をもって代えさせていただきます。

　新型コロナウイルスは私たちの命や生活を脅かし、今もなお先行きが見えない状況です。日本赤十字社はこうした

未知のウイルスに対し、さまざまな対策を手探りで行いながら、赤十字病院を中心に全社一丸となって命と健康を守

るための活動を続けてまいりました。 目に見えないウイルスへの対応は、危険と隣り合わせの状況です。そのなかで、

皆さまから日々お寄せいただく温かいお気持ちに、私たちは何度も何度も励まされました。日本赤十字社にさまざま

な形で支援をお寄せくださった方々、高い感染防止の意識で日常生活を過ごしてくださった方々、医療従事者に対す

る差別と偏見の防止に理解を示してくださった方々、こうした全ての皆さま方に厚く御礼を申し上げます。赤十字を支

えてくださる皆さまに心からの感謝を込めて、私たちは下記の報告映像を制作いたしました。お伝えしたいことが多

く、約30分と長くなってしまいましたが、是非一度ご高覧いただけますと幸いです。私たちの感謝の思いを一部でも

お伝えできましたら、これに代わる喜びはございません。今後も新型コロナウイルスとの闘いは続いてまいりますが、

感染防止策を徹底し、安心・安全な医療を提供し続けることが日本赤十字社の使命であると考えております。引き続

き、日本赤十字社をはじめ、全国の医療従事者に関心やエールをお寄せいただきますよう何卒お願い申し上げます。
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るための活動を続けてまいりました。 目に見えないウイルスへの対応は、危険と隣り合わせの状況です。そのなかで、

皆さまから日々お寄せいただく温かいお気持ちに、私たちは何度も何度も励まされました。日本赤十字社にさまざま

な形で支援をお寄せくださった方々、高い感染防止の意識で日常生活を過ごしてくださった方々、医療従事者に対す

る差別と偏見の防止に理解を示してくださった方々、こうした全ての皆さま方に厚く御礼を申し上げます。赤十字を支

えてくださる皆さまに心からの感謝を込めて、私たちは下記の報告映像を制作いたしました。お伝えしたいことが多

く、約30分と長くなってしまいましたが、是非一度ご高覧いただけますと幸いです。私たちの感謝の思いを一部でも

お伝えできましたら、これに代わる喜びはございません。今後も新型コロナウイルスとの闘いは続いてまいりますが、

感染防止策を徹底し、安心・安全な医療を提供し続けることが日本赤十字社の使命であると考えております。引き続

き、日本赤十字社をはじめ、全国の医療従事者に関心やエールをお寄せいただきますよう何卒お願い申し上げます。
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